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Ｉ　はじめに １９６０年代のデノレタ

　（１）　なぜミシシ ッピデルタに注目するか

　すでに触れたように南北戦争後，旧奴隷の希求した土地革命の挫折を土台に

反革命が勝利をおさめて以来，南部の地ではｒ綿花（一大地主制）と商工業利害

との従属的同盟」の下で「上からの革命」＝「保守的近代化」の途が貫徹するこ

ととな った（実際最近の合衆国の若手研究者の問では，あのプ ロシァのｒ鉄と小麦の同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ）
盟」と比定しつつ，この点を強調する傾向が著しい）。

　とくに強大な１ブラソター階級の君臨するミシンッ ピ州では商工業利害の従属

性は一層著しく ，そのため同州は人種差別制度を核とする旧南部０１ｄ　Ｓｏｕｔｈ

秩序の最強の墾塁でありつつげた。なぜならこの地では１一部は勤労農民の人

種間分断 ・反目の伝統によっ て， また一部は都市小市民層の未発達のゆえに ・

「綿花と商工業」の金権寡頭支配をくつがえすべき民衆側の主体彬成は著しく

困難であったからである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２５４）



　ミ ：■ノッ ピデルタにおける公民権運動の展開と帰結（上）（藤岡）　　　　　９５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）第１表ＦＳＡによる黒人自作農創設規模（１９３７－４０年６月末）

南部１４州 ミシシッ ピ州

創設農場数 黒人農場総
中の比率 創設農場数 黒人農場総

中の比率

Ｔｅｎａｎｔ　ｐｕｒｃｈａｓｅ１ｏａｎ

ｅｓｅｔｔ１ｅｍｅｎｔ 　ｆａｒｍ

ｅｎｔａ１ｃｏ－ｏｐ

＝１

萎１／洲

／脇
ｌ１二／棚

／１…

　ユ）事業の圧倒的部分はすでにこの時期から始まっていた。そのためこの表は事業規模全体の近似的指標として

　　役だつ 。
　２）すぺてＭ１１ｅｓｔｏｎ　Ｆａｒｍｓ

　（出所）Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｓｔｅｍｅｒ・丁加ルｇブｏ’３８加７２ ．１９４３，ＰＰ ．３０６－３０８ ・４２４；Ｄｏｎａｌｄ　Ｈｏ１１ｅｙ，脇
６Ｚ２

Ｓ舳
・３

　　　ル舳舳：「加Ｗ吻刀〃ＺＣｏ榊舳〃伽加伽エｏ〃〃〃ｓｓ｛ｓ吻加ｙｏ〃卵，ユ９７５，ＰＰ．２８４－２８５より作

　　　成 。

　それゆえ再建期につく民衆運動第二の高揚期　　１９３０年代においても，同

州の黒人民衆の得た収穫は最も乏しいものであ った。たとえば，デノレタのアー

カソソー少Ｈ部分を拠点に，小作農クロッバーの土地要求を体して果敢に闘った

Ｓｏｕｔｈｅｍ　Ｔｅｎａｎｔ　Ｆａｒｍｅｒｓ　Ｕｎ１ｏｎ（ＳＴＦＵ）も，結局ミ ：■ノッ ピ州側へはほと

んど入りこめず，そのため ニューディール期の土地改革で土地を獲得しえた黒

人農民は同州のぱあい特に少ない結果に終った 。

　たとえば，農場保障局Ｆａｒｍ　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ（ＦＳＡ）が当時どれだ

けの黒人自作農を創設したかをふりかえ ってみよう 。第１表によると，３種の

創設事業の同州の対象黒人農民は合計５２８家族，黒人農場全体中の比率は南部

平均のＯ．５７〃こ対して僅かＯ．３３〃こすぎない有様であ った 。

　こうして南部とくにミシシッ ピ州の黒人たちは，土地獲得＝農民的自立の夢

を再びうちくだかれる中で，「人権と自由」防衛の名の下第２次世界大戦に動

員されていったのである 。

　第２次大戦におげるファノスム＝人種主義勢力の世界的敗北は，犠牲者５，６００

万人の屍の上に民衆の統治力量を鍛えあげ，人権拡大への世界史的転換点とな

った。こうして一連の杜会主義革命 ・植民地独立 ・世界人権宣言に示された世

界的規模でのカ関係の変化は，当時南部杜会を見舞っていた急激な資本主義的

変貌とも相互に作用しあ って，公民権運動の嵐のような発展を準備することと
　　２）
なっ た。 そしてこの公民権運動は，５０年代後半から７０年代初頭にかげて南部民

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２５５）



９６ 　　　立命館経済学（第３３巻第２号）

第２表　黒人成人の州別有権者登録率の推移　　　　（％）

州別順位

祭／１∴１

南部１１州平均

１９６２年

５， ３

１３ ，４

２２，９

２６ ．８

６４年

６， ７

２２，８

３８．８

４０．８

６６年

３２，９

５１ ，２

５１ ，４

５２ ．２

（出所）Ｐａｔ　Ｗａｔｅｒｓ，〃〃 ，Ｃ伽伽９／０６０ろｓ 工〃 ７．
１９６７，Ｐ３７６

衆運動の第３の　　しかも最大の高揚局面をつくりだすことになる 。

　同じ南部でも　般に深南部にいくほど，とりわけ黒人が密集するプラソテー

ショソ地帯はど，人種差別制度が強剛こ残存し，そのゆえ６０年代に入っても黒

人の有権者登録率が低くなる傾向が明瞭であ った（第２表参照）。 た壱たら黒人

多数地域の白人ほど，黒人の政治参加は即，白人権力の崩壊を招くという恐怖

により強く駆られただげでたく ，そこでは実際に黒人に隷従を強いる杜会機構

がより強力に残存していたからである 。

　したがってここでもミシシッ ピ州が，とりわけその北西部に幅５０マイ ノレ南北

１５０マイルにわたって広がるプラソター権力の拠点＝ミシシッ ピデノレタこそ ，

歴史進歩に最も頑強に低抗する「閉された杜会」 ・旧秩序の最強の優塁として

現われざるをえなかった。そしてそのため，今から２０年前（１９６４年）のあのフ

リータムサマー事件に象徴されるように，この地は無数の流血の惨事を伴う公

民権運動の最後の決戦の舞台となったのである 。

　すでにわれわれは別稿で，このミシシッ ピデノレタの北辺部に属するテネシー

州南東端地域では，すでに１９６０年から地主側の土地追いたてに屈せず選挙登録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
の先駆的とりくみが始まっ ていた事実を紹介した。本稿ではこの同１」史をひきつ

ぐ秒で，デノレタのいわぱ心臓都で公民権運動はその後どのように展開されてい

ったのかを跡づげてみたいと思う 。

（２）公民権運動の歩みの回顧

　ここで同州の公民権運動の苦闘史を本稿の分析に必要なかぎりで要約してお

こう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（２５６）



　　　　　　 ミシシッ ピデルタにおげる公民権運動の展開と帰結（上）（藤岡）　　　　　９７

　◎　発　端

　公立学校での人種隔離を違憲と判示したあの歴史的なＢｒｏｗｎ 判決に励まさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グブル

ユー イ

れて・この州でも翌１９５５年有色人向上協会ＮＡＡＣＰ支部がまず５都市で学校二

統合を求める請願運動を始めた。他方，判決に危機感を募らせた差別制度堅持

派は・これより先Ｃｉｔｉｚｅｎｓ’Ｃｏｕｎｃｉ１を結成し，その影響力を州内はもとより

州外へも急速にひろげていた（この白人保守派の統合的組織が，以後少くとも６４年ま
　　　　　　　　　　　　　４）
では州政の実権を完全に掌握する）。

　◎　窒息期（５５－６０年）

　先の請願運動は・解履 ・土地おいたて ・商取引ボイコヅトから３人の活動家

の射殺に至る白人側の猛攻でただちに粉砕された。以後同州では逆に差別制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
の一層の徹底を求める反動の嵐がふき荒れ，他州におげる運動の前進と著しい

対照をなすことになる 。

　　　反攻の開始（６０－６２年）

　他州の前進に励まされる彩で黒人側の運動は，６０年頃にやっと麻痒状態を脱

し始める 。

　反攻はまず・商工業が発達し比較的リヘラルな湾岸部Ｂ１ｌｏｘ１ から始まり ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）６１年５月のＦｒｅｅｄｏｍ　Ｒ１ｄｅｒｓの州都Ｊａｃｋｓｏｎでの闘争，同年学生非暴力調整

委員会Ｓｔ・ｄ・・ｔＮ…１・１・…Ｃ…ｄ１・・ｔ１・・Ｃ…１ｔｔ・・（・…）系活動み火
　　　　　　　　　　　　８）
をつげたＭｃＣｏｍｂでの闘争にひきつがれる

。

　さらに６２年には黒人青年Ｊ　Ｍｅｒｅｄ１ｔｈのＵｎ１ｖ　ｏｆ　Ｍ１ｓｓ１ｓｓ１ｐＰ１ 入学をめく

る０１ｅ　Ｍｉｓ 事件（２万人の連邦軍の投入，４人死亡）がおこっ た。 またこの年は ，

ついに旧秩序の牙域＝テルタにＳＮＣＣ系活動家が入りこみ（Ｇｒｅｅｎｗｏｏｄつい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）でＲｕ１ｅｖｉｎｅに）選挙登録運動を始めた年でもあ った 。

　　運動の高揚期（６３－７０年）

奴隷制廃止百周年のワノントソ大行進なと６３年の運動は全国的に未曽有の盛
　　　　　　ユ０）
り上りを示した・６４年になると運動はさらに高揚し，６月ついに南部派議員の

１年余の低抗をねじふせ歴史的な公民権法を成立させることになる。この６４牛

の高揚をもたらし・ミシシッピ州の黒人民衆覚醒の決定的転機とな ったのが ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（２５７）



９８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

同年６～９月，約７００人の学生ボラソティアが同州（主としてデルタ）に住みこ

み暴圧に屈せず啓蒙 ・教育 ・登録活動にとりくんだあのＳ　ＮＣ　Ｃのフリーダム

サマー＝「ミンンッ ピ夏季計画」であ った（３人の殺害 ・３５件の狙撃 ・３５件の教会

焼きうち ・３０件の爆破 ・８０人以上の負傷 ・１０００人以上の逮捕という犠牲を払って３０校の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ユ）
フリーダムスクーノレを開き，１６００人の登録に成功）。

　同年４月にはＭ１ｓｓ１ｓｓ１ｐＰ１ Ｆｒｅｅｄｏｍ　Ｄｅｍｏｃｒａｔ１ｃ　Ｐａｒｔｙ（ＭＦＤＰ）が結成され ，

独自の模擬投票をもとに，８月の民主党全国大会の場で州の代表権を旧来の白
　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
人党組織と激しく争う力量を獲得する 。

　翌６５年にたると１月デノレタのプラソテーショソ労働者を組織した同州では前

代未聞の労働組合Ｍ１ｓｓ１ｓｓ１ｐＰ１Ｆｒｅｅｄｏｍ　Ｌａｂｏｒ　Ｕｎ１ｏｎ（ＭＦＬＵ）が結成され

るとともに，同年８月発効の歴史的た投票権法のおかげで，登録運動は大きく

前進する 。

　さらに翌６６年には，Ｊ．Ｍｅｒｅｄｉｔｈを先頭としてデノレタ縦断の抗議行進がお

こなわれるが，その中で発せられたＢ１ａｃｋ　Ｐｏｗｅｒ 宣言をめくっ て公民権運動

組織が分裂する複雑な事態が生じ始める。他方白人杜会の側でも，６４年を契機

に差別制度死守派からやや距離をおきつつあった州当局は，６７年になるとよう

やく白人Ｋ１ａｎの暴力事件のとり締りに転じる 。また同年黒人政治家Ｒｏｂｅｒｔ

Ｃｌａｒｋが１８９０年以降はじめて州下院議員にテルタから選出されるなと ，州政界

の地殻変動も本格化する 。

　◎　公立学校統合期（７０－７４年）

　　最後まで低抗していたミシシッ ピ州の３３学区に対する連邦最高裁の最終的

強制命令（６９年１０月）に従う彩で，７０年代に入るとようやく公立学校の人種統

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
合がすすみ，他方私立学校Ｐｒｉｖａｔｅ　Ａｃａｄｅｍｙが籏生する事態が生まれる。ま

た黒人の州公務員への登用が始まり（７１年），しだいに暴力騒乱事件が下火とた
　　　　　　　　　　　　　　　　ユ４）
っていくのもこの時期の特徴である 。

（３）　公民権運動に対する白人社会の態度

すでにみたようにこの州の白人寡頭支配層主流派は，あるいは「黒人支配の

　　　　　　　　　　　　　　　（２５８）



　　　　　　 ミソ１ヅ ピデノレタにおげる公民権運動の展開と帰結（上）（藤岡）　　　　　９９

恐怖」を煽りたて，あるいは異端者狩りを強行することで白人杜会の「恐怖の

団結」を維持し，差別制度を死守しようとしてきた。６０年代に入ると，全国的

な力関係の悪化を背景に，人口の半分を占める黒人州民を大量に追放して黒人

比を北部並みまでひき下げることこそ黒人間題の抜本的「解決」のみちだとい

う主張が，よりむきだしな形で現われてくる。そしてこの立場から，黒人雇用

工場の進出拒否や福祉水準のひき下げ ・土地追いたてなど，大なり小なり黒人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ５）
の州外流出を促進する政策が追求された（北部からのＦｒｅｅｄｏｍ　Ｒｉｄｅｒｓの侵入に対

抗して，６２年度に展開された黒人貧民を逆に北部のリベラル政治家のもとへｒ荷物」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ６）
して送りつげる運動はその象徴的事例であろう）。 これはまた，地主的土地清掃の結

果大量に掃きだされた黒人の余剰労働力を危介払いするチャソスでもあ った 。

　ところで他面，黒人民衆のたち上りと連邦政府の圧力をうけて伝統的た「綿

花と商工業の歴史的同盟」のひひわれが表面化してきたこと　　これが６０年代

のもう一つの特徴である。すなわち商工業の発展に伴なって都市の中問階級や

実業家層の問で農村地主勢力の政治的後見から自立し，これと対抗しようとす

る動きが，この州でもようやく本格化するのである。ＴＶＡ電源開発と結びつ

いた北東部の新興工業地帯，湾岸部，州都Ｊａｃｋｓｏｎ，それにデノレタ内では随一

の商工業都市Ｇｒｅｅｎｖ１ｎｅが，このいわは穏健リベラノレ派勢力の地盤とな った 。

差別制度の妥協的解消，職業教育の充実（黒人も含めた）による高賃金産業の誘

致， 共和党の結成，等々の手段でこの州を北部並みのブノレジ ョア杜会につくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ７）
かえること　　これが彼らの基本的な政綱であった 。

　フリータムサマー・ 公民権法の成立，そして保守派がまきかえしｂａｃｋｒｕｓｈ

の最後の夢を託したＢ．Ｇｏ１ｄｗａｔｅｒの大統領選惨敗といった衝撃的事件の重た

った１９６４年は，この潮流が民衆運動の圧力を利用しつつ保守的支配層にたいす

る説得（打倒ではなく）に本格的にのりだした転換の年でもあ った。合衆国の主

流からの孤立はもはや自減の途であること，たとえ北部並みの人種関係に移 っ

ても連邦資金の導入と高賃金産業の誘致にもとづく経済発展のおかげで白人側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ８）
の権益は大局的には保たれるというみとおしを語りつつ…… 。

（２５９）



１００　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻　第２号）

　（４）対象の限定と資料

　このように事態を転換させ，白人杜会の分裂をひき起した原動力は，何より

も黒人民衆の下からのたち上りであ った。そこで本稿では，１９６４年のフリーダ

ムサマーを契機に黒人の闘争が「農民革命」の様相さえ示すに至ったテノレタ中

央部の三つの郡　　Ｓｕｎ且ｏｗｅｒ ・Ｗａｓｈｍｇｔｏｎ ・Ｈｏ１ｍｅｓ 郡に対象を絞ることに

よっ て（第１図参照），公民権運動の一断面を別挟してみたいと思う

　いまこれら３郡の特徴を簡潔に紹介すると（第３表参照）　 。第一に３郡と

も， 人口の５５－７２劣を極め

て貧しい黒人が占めるとい

うデルタ ・プラソテーショ

ソ地帯特有の特質をおびて

いる。第二にサソフラワー

・ワシソトソ両郡はともに

デノレタのまさに心臓部に位

置するため，大土地所有制

度が高度に発達し（１０００エィ

カ以上の大農場用地だげで全

農地の４６－６０％を占有，因み

に州平均の占有率は２７．８％） ，

黒人自作農は極めて少ない

（黒人家族の３％未満）特徴が
　　１９）

ある。他方ホームズ郡では

貌が大きく異なる。すなわ

ち郡の東側２／３の地味の

やせた丘陵地帯では，相当

数の黒人自作農が散在して

きただけでなく ，Ｆ　ＳＡに

よるミシシッ ピ州随一の黒

第１図 ミシシッ ピデルタ略図

　　　　　テネシー州

　　　　　　ア　　　　　　　　　　
、

　　　　　　１　　　　　　　　　　 、

　　　　　　カ　　　　　　　　　　
、

　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　 １

　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　
１

　　　　　　１　　　　　　　　　　　 Ｉ

　　　　　　州　　　　　　　　　
’

　　　　　　　　　　デルタく一１

　　　　　　　Ｓ ｕｎｆ１ｏｗｅｒ　Ｃｏ．　　
１

　　　　Ｃｌｅｖｅ１ａｎｄ　　　　　　　　　Ｉ
　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　　　Ｓｈａｗ　　　Ｒｕ１ｅｖｌ１ｌｅ　　　 ．

　　　　　◎
Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ　Ｃｏ

　　　　　　　 １，ｄｉ、、。１．
Ｓ「ｅｅｎ・ｇ・ｄ

脇洲、、、
Ｓ熱∴」　 １

！

ｏＭｔ．Ｂｅｕｌａｈ

Ｃ臥

ｎ

ｒａｎｔ

（２６０）



ミシシヅピデルタにおける公民権運動の展開と帰結（上）（藤岡）

　　　　　第３表　３郡の特徴（１９６０年）

１０１

郡名　ＳｕｎｉｏｗｅｒＷａｓｈｉｎｇｔｏｎ Ｈｏ１ｍｅｓ

人　　　　 口　　　　数 ４５，７５０ ７８，６３８ ２７，０９６

農村人口比　（％）
８５ ．４ ３２ ．７ ７９ ．９

農場居住人口比　（％） ３０ ．２ ９． Ｏ ３７ ．２

黒　　人　　比　　（％） ６７ ．９ ５５ ．１ ７１ ．９

黒人家族の平均年収　（ド ノレ） １， １２６ １， ５９７ ８９５

（ａ）１ ，ＯＯＯエイカ以上の大農場経営数｛全農地中の（ａ）の比率　　　　　（％） ４８ ４０ ８

４６ ．１ ６０ ．４ ３６ ．３

（ｂ）黒人自作農数
１）

｛黒人家族中の（ｂ）の比率　　　　（％）

ｂ〕の経営面積計　　　　　（エイカ）

１４２ ２５２ ７４２

２． ６ ２． ９ １９ ．４

１１ ，０１９ １６ ，６０３ ６７，０４４

１）ｆｕ１１ｏｗｎｅｒ とｐａｒｔ　ｏｗｎｅｒの合計数
。

（出所）０舳洲ｏ／１：ｏ〃〃伽：１９６０〃ｏＺ．１が ．２６，ＰＰ ．１ユＯ一ユユ１ ・２０３ －２０７，ひＳ０舳閉ｏ／ムが６〃舳：１９５９

　　
〃ｏＺ ．１
．が

．３３
，ｐｐ

．１２８一ユ３２ ・ユ４２一ユ４６より作成
。

人自作農創設事業地としてテルタに属する地味豊かなＭ１１ｅｓｔｏｎが選はれ ，

ユ９４０年この９，３５０ニイカの地に一挙に１０６農場もの自作農からなる新杜会が移
　　　　　　　　　　２０）
成されることにな った。そのため同郡は黒人家族の約２割というはるかにぶ厚

い自作農層を有しているのである 。

　第３にデノレタ随一の交易都市Ｇｒｅｅｎｖｉ１１ｅを擁するワシソトン郡では他の２

郡より商工業の発展が著しく ，相当数の都市中間階級（一部黒人も含む）が生み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
だされたため，よりリベラ ノレで洗練された政治風土が移成されることにな った 。

　最後にこれら３郡はともに公民権運動が最も激しく闘いぬかれたという点で

は共通している。実際，サソフラワー・ ホームズ両郡はフリーダムサマーの際

のＳ　ＮＣ　Ｃの最大拠点となったし，他方ワンソトソ郡の方は，Ｓ　ＮＣ　Ｃ撤退後

テノレタ最大の公民権組織に成長するＤＭ（Ｄｅｌｔａ　ｌＭ・ｍｓｔｒｙ・ｆ　Ｎａｔ・ｏｎａ１Ｃｏｕｎ・・１ｏｆ

Ｃｈｕｒｃｈｅｓ）のホームグラウソドとなったところである 。

　しかるに運動の成果を示す黒人の政治的進出という点では，その後大きな相

異が生まれることにな った。実際第４表が示すように，ホームズ郡では，投票

権法の成立前後の６４－６６年の問に有権者登録の一大飛躍が生じ，今目では郡政

を事実上掌握するなと州内最先進の到達点を築くに至っている。他方残る２郡 ，

とくにサソフラワー郡のばあい，６４－６６年の前進ははるかに緩慢であっただげ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２６１）



１０２

Ｓｍ且ｏｗｅｒ 郡
Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ 郡
Ｈｏｌｍｅｓ 郡

　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

第４表黒人の政治的進出度の比較

黒人登録率　（％）

１９６４年　　　　　６６年
２）

０， ２　　　　　　　１７，２

１２ ．０１）　　　　　　　　　　２４．７

０， ２　　　　　　　５３ ．１

８３年８月の黒人公職者数

州議会議員　…郡政府内（定数３４）

０

１

２０

　１）１９６０年の統計。

　２）同年のデルタユ４郡平均の黒人登録率は３１．７％であ った 。
　（出所）Ｐａｔ　Ｗａｔｅｒｓ

，ｏ
ク． ６〃

．，
Ｐ． ２４６，ＰＰ

．３０２－３０３，０伽〃伽６Ｓ‘ｏ舳伽Ｚ　Ｒ２ｇ｛ｓ伽１９８０－１９８４，”
ｓｓ｛ｓ

吻が

　　　の各所および筆者のききとりにより作成 。

でなく ，今目でも郡政府に１人の黒人公職者も選出されないという完全な白人

支配が依然続いている 。

　これら３郡では各々 ，いかなる基盤の上でどのようにして公民権運動が展開

されたのであろうか。そして今目的到達点におげるこの巨大な落差は何を物語

るのであろうか 。

　このテーマに接近するにあたって，本稿では第一に，筆者の３度にわたる現

地調査（７８ ・８２ ・８３年の各夏とくに昨夏）の際の関係者からの聴きとり資料に依拠

したい。第二に運動を報道 ・記録するさまざまな文献類にできるだげ広くあた

ろうと努めた。その際Ｌｅｓｔｅｒ　Ｓａ１ａｍｏｎ が自からの実践と調査をふまえて書

きあげた大変た労作”０炊≠，Ｐ０脇０Ｓ０”ＭＯｄ卯伽励０〃 加伽五榊”伽
Ｓｏ〃肋〃ａｓｓ２ｓｓ妙力ｚｏｓｏｌ‘‘ ０肋６Ｚｏ力伽ｇＳｏｏ〃妙”（ｕｎｐｕｂ１１ｓｈｅｄＰｈＤｄ１ｓｓｅｒｔａｔ１ｏｎ ，

　　　　　　　　　２２）
Ｈａｒｖａｒｄ　Ｕｎｉｗ，１９７１）が，運動の理論的含意を探る上で，特に示竣的であった

ことをつげ加えておきたい 。

　　 １）　この点の最も明確な主張は，Ｌｅｓｔｅｒ　Ｍ１１ｔｏｎ　Ｓａｌａｍｏｎ〃ｏ加ｓ≠・Ｐｏ肋６ｓ，伽６

　　　Ｍｏ伽伽〃ｏ犯伽伽五伽ヅゴ６伽Ｓｏ〃肋：〃
ｓｓづｓｓ肋乞ｏｓｏり舳Ｚｏ伽９ １Ｓ０６〃ツ

”，

　　　Ｐｈ　Ｄ　ｄ１ｓｓｅｒｔａｔ１ｏｎ（Ｈａｒｖａｒｄ．Ｕｍｖ　１９７１）ＰＰ４４－５６　ｐＰ１２８－３８７およびそ

　　　の影響をうけたＤ　Ｂ　Ｂ１１１ｍｇｓ　Ｊｒ ，ＰＺ舳伽ｓ　ｏ〃伽〃ｏ脇ｇ　ｏヅｏ　Ｗ伽
、Ｓｏ〃肋”

　　　１９７９；Ｊ．Ｍ．Ｗｉｅｎｎｅｒ
，、
Ｓ０６〃０晦伽ｓ ゲ伽ル〃ｌ

Ｓｏ〃肋， １９７９を参照。拙稿ｒ合

　　　衆国南部の『サソベノレト』化の経済的意味（上）」本誌第３１巻３号，８２年８月，の注

　　　 ７）２２）（１３５－１３６ぺ一：■）で紹介した諸文献もこの立場に近い。またＪａｃｋＴｅｍｐｌｅ

　　　Ｋ１ｒｂｙの最近の意欲作，Ｔｈｅ　Ｔｒａｎｓｆｏｍａｔ１ｏｎ　ｏｆ　Ｓｏｕｔｈｅｍ　Ｐｌａｎｔａｔ１ｏｎｓ　ｃ１９２０

　　　－１９６０，嬉伽〃〃舳Ｚ〃ｓ加び，Ｊｕ１ｙ１９８３もこの立場に近い。またラテソァメリヵ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２６２）



　　　　　ミシシッ ピデルタにおげる公民権運動の展開と帰結（上）（藤岡）　　　　　 １０３

　の近代化を「プ ロシァ型」と特徴づげる動向も強力である（たとえほＡｇｕｓｔｉｎ
　Ｃｕｅｖａ，ＥＺ必鮒ｏＺＺｏ 〃６０〃ｏ〃ｓ舳刎Ａ刎幼ｏｏ　Ｚｏ〃伽，１９７７，邦訳アグスティ

　ソ ・クユバ／アジア ・アフリカ研究所訳ｒラテソアメリカにおげる資本主義の発

　展』（８１年，大月書店）の７６－９４べ一ジ）。 ただし南部や第三世界の近代化過程に

　性急に ヨーロッパ的概念をあてはめ裁断する遇度のヨーロッパ中心主義的史観に

　は警戒を要する。実際，世界資本主義の周辺部では中枢の利割こ従属する彩で商

　業的プラソテーショソ経営が帯のように発展していった。この意味では近世ドイ

　ツの東部植民後の封建反動によるプ ロシア型大地主制経営の方こそ，世界資本主

　義の東部辺境に成立したプラソテーシ ョソ制度の一亜型（温帯白人型）と把えた

　方がいいのではないか。この点の明確な指摘は，Ｅｄｇａｒ　Ｔ　Ｔｈｏｍｐｓｏｎ，ＰＺ０肋肋犯
　Ｓｏぬ伽ｓ・ 他６２ 地Ｚｏ〃ｏ〃ｓ・ｏ〃伽Ｓｏ〃

肋， １９７５
，Ｐ
．７５，彼の見解を邦語文献で釦

　るには，Ｖｅｒａ　Ｒｕｂ１ｎ（ｅｄ），ＰＺ伽倣ｚｏれＳツｓ乏舳ゲ伽１Ｖ舳凧ｏ〃， １９５９，ヘラ ．

　ルビ：／編鶴見宗之介訳ｒ新世界のプラソテーショソ』１９６５年，５７ ・６７ぺ一ジを参

　照。また多くの欠陥はあるがＩｍａｎｕｅｌ　Ｗａ１１ｅｒｓｔｅ１ｎ，丁加〃ｏ伽犯凧ｏ〃一Ｓツｓ加刎 ，
　１９７４・川北稔訳ｒ近代世界 システムＩ』８１年，１３９－１４３ぺ一ジも参照。またプラ

　ソテーシ ョソ制下のクロッパー農民の方がユソカー制下の隷属農民よりも世界史

　的にははるかに大量的普遍的であったことについては，Ｔ．Ｊ．Ｂｙｒｅｓ（ｅｄ
．） ，Ｓ乃ｏ 一

　ヅ鮒物加９伽６Ｓ乃舳６ゆク６グｓ，１９８３，所載の諸論文をみよ 。

２）　 この世界的観模での力関係の変化，これに対応した帝国主義支配の新植民地主

　義的再建の動きといったグ ローバルな見地は，アメリカ帝国主義支配層の対国内

　黒人政策の転換を理解する上でも決定的に重要である。この点さしあたり猿谷要

　『アメリカ黒人解放史』改訂新版１９７１年，２４１－２４５ぺ一ジを参照
。

３）拙稿ｒ地主的土地渚掃と南部民衆運動の交錯」本誌第２９巻４号，昭和５５年１０月
，

　１７７－１８２べ一ジ
。

４）　たとえぱＮｅｉ１Ｒ・ＭｃＭｉｌ１ｅｎ，Ｄｅｖｅ１ｏｐｍｅｎｔ　ｏｆＣｉｖｉ１Ｒｉｇｈｔｓ１９５６－１９７０，加

　Ｒｉｃｈａｒｄ　Ａ．ＭｃＬｅｍｏｒｅ（ｅｄ ．），Ａ　Ｈ畑ｏびげ〃クｓｓクｓｓ抄ク｛，ｖｏ１．２，ｐｐ．１６４＿１６５ ．

５）詳細はさしあたりＮｅｉ１Ｒ・ＭｃＭｉ１ｌｅｎ，丁加０〃榊ｓ’０ｏ伽６クＺ：０螂〃伽♂

　地ｓ肋脇≠ｏ伽Ｓ２００れ６地伽伽肌〃ｏれ１９５４－１９６４．１９７１，ｐｐ．２０９－２１７を参照
。

６）　その詳細はＬａｎｇｓｔｏｎ　Ｈｕｇｈｅｓ，Ｆ・ｇ肋伽””０刎，１９６２，ラソグストソ ’ヒ

　ューズ，北村崇郎訳『自由のための戦列』昭和４５年，１６１－１６３ぺ一ジ；猿谷要
，

　前掲書，１８６ぺ一ジを参照 。

７）　Ｃｌａｙｂｏｒｎｅ　Ｃａｒｓｏｎ・ヱ犯Ｓか〃９９Ｚｇｊ　ＳｌＶＣＣ　ｏ刀ゴ肋８ＢＺ０６尾Ａ〃ｏ加犯加ｇ　ｑブ肋８１９６０ｓ
，

　１９８１はこの組織についての最近の第一級の文献である
。

８）　さしあたりＨｏｗａｒｄ　Ｚ１ｍ，ＳＷ００Ｎ刎〃ｏ脇ｏ伽ｓ≠ｓ，１９６５，ハワート　ソソ ，

　武藤一羊訳『反権力の世代』１９６７年，６７－８３ぺ一ジを参照
。

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６３）



ユ０４　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

　　９）　さしあたりＨｏｗａｒｄ　Ｚｍｎ，同上邦訳８９－１０８べ一ソ
。

　１０）Ｓｏｕｔｈｅｍ　Ｒｅ９１０ｎａ１Ｃｏｕｎｃ１１の集計によると６３年の１年間に，南部１１州の１１５

　　　の都市で計９３０回の抗議行為が展開され，逮捕者は２万余，死亡者は１０人に達し

　　　ていた（ＢｅｎｊａｍｍＭｕｓｅ，丁加Ａ刎舳６伽Ｗｇｇ７０地〃ｏＺ〃ｏ犯 Ｆプｏ閉 州ｏ舳ｚｏＺ閉６２

　　　をｏ肋６尾Ｐｏ〃〃１９６３－１９６７．１９６８，ベソジャミソ ・ミューズ，志賀潔他訳『アメ

　　　リカの黒人革命』昭和４５年，４６ぺ一ジ）。

　ユ１）　フリーダムサマーの詳細は，Ｂｅｎｌａｍｍ　Ｍｕｓｅ，前掲訳書１５２べ一ソ
，Ｎｅ１ｌ　Ｒ

　　　ＭｃＭ１ｌ１ｅｎ，Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｃ１ｖ１ｌ　Ｒ１ｇｈｔｓ ，ｐ１６８ ，Ｍａｒｙ　Ａ１ｃｋ１ｎ　Ｒｏｔｈｓｃｈ
１１ｄ

，

　　Ａ　Ｃｏｓ２　ｑブＢＺ０６尾　ｏ〃６　Ｗ〃加ニムｒｏブ肋２閉　吻Ｚ〃〃２〃ｓ　ｏ刀３　≠〃２　Ｓｏ〃肋２閉　Ｆ他２３ｏ刎

　　　Ｓ舳榊７ｓ，１９６４－６５．１９８２ ，Ｅ１１ｚａｂｅｔｈ　Ｓｕｔｈｅｒｌａｎｄ（ｅｄ）のリアルな書簡集””〃ｓ

　　伽刎”
ｓｓ｛ｓｓ
妙乞，１９６５，ニリザベス ・サザーラソド編，木内信敬訳『閉ざされた

　　　杜会一アメリカ深南部からの報告』１９６９年，またＧｒｅｅｎｗｏｏｄにつくっ た図書館

　　　で働いた女性の記録としてＳａｌ１ｙ　Ｂｅｌｆｒａｇｅ，”〃０刎Ｓ舳舳７．１９６５，サリー・

　　　ベルフレージ，並河亮訳ｒ黒い自由の夏を』昭和４２年も参照のこと 。

　１２）Ｈｏｗａｒｄ　Ｚ１ｍ，前掲訳書，２５９－２６５べ一ソ 。

　１３）　白人穏健派の立場からのＹａｚｏｏ　Ｃｉｔｙにおげるこの過程の興味深いルポとして

　　　Ｗｉｌｌｉｅ　Ｍｏｒｒｉｓ，ｙ伽ｏｊ 〃螂ｏ〃ｏ〃 加ｏ 刀吻一Ｓｏ〃肋榊Ｔｏ舳，１９７１がある。ま

　　　た，Ｄａｖｉｄ　Ｎｅｖｉｎ＆Ｒｏｂｅｒｔ　Ｅ ．Ｂｉ１１ｓ，珊２Ｓ６ゐｏｏＺｓ肋〃亙鮒肋乞〃，１９７６も参照 。

　１４）以上の公民権運動史の叙述はＪａｍｅｓＷＬｏｅｗｅｎ ・Ｃｈａｒ１ｅｓＳａｌ１１ｓ（ｅｄｓ） ，

　　　洲ｓｓづｓｓ妙打０ｏ柳〃＆０乃伽９２．１９７４，ＰＰ．２４９－２８３に多くを負 っている 。

　１５）　たとえぱＮｅ１ｌ　Ｒ　ＭｃＭｌｌｌｅｎ，丁加Ｃ２肱刎ｓ’Ｃｏ〃舳Ｚ ，ＰＰ２２９－２３３および

　　　Ｌｅｏｎ　Ｈｏｗｅ１１
，．

Ｆ７２〃ｏ刎Ｃ伽ｊ　Ｔ加Ｓ泌ｓｆ伽６２ ゲ丁肋惚ｓ　Ｈ功〃カブ， １９６９，ｐｐ．１８＿

　　　１９ ，Ｌ　Ｍ　Ｓａｌａｍｏｎ，功 ６〃 ，Ｐ３９４をみよ 。当時Ｋｕ　Ｋ１ａｘ　Ｋ１ａｎ が集会の場

　　　で「黒ん坊を北部に追いだそう」という歌をレコードにして販売していたことに

　　　ついては，Ｂｒｕｃｅ　Ｈ１ｌｔｏｎ，丁加」Ｄ９〃ｏ〃伽卿，１９６９，ＰＰ２６－２７

　１６）Ｃ１ｔ１ｚｅｎｓ’Ｃｏｕｎｃ１１か叩ｒｅｅｄｏｍ　Ｒ１ｄｅｓ　Ｎｏｒｔｈ”と名づけてとりくんだこの運

　　　動で，６２年夏に約２５０人の黒人がｒ片道切符」つきで追放された。とくにケネデ

　　　 ィ大統領の夏の別荘の所在地には９６人が送りつげられた（Ｎｅ１ｌ　Ｒ　ＭｃＭ１ｌｌｅｎ ，

　　　丁加０〃加閉ｓ’Ｃｏ〃〃６乞Ｚ ．．．，ｐ
．２３１）。

　１７）　この過程の最も的確た解明は，Ｌ・Ｍ・Ｓａ１ａｍｏｎ，功・６狐， ＰＰ
・３８８－３９９・南部全

　　　域で進行した同様の遇程については，Ｅ１１ｔｈａｂｅｔｈ　Ｊａｃｏｗａｙ〃ｏＺ（ｅｄｓ） ，Ｓｏ〃肋舳

　　　肋ｓ伽ｓｓ榊刎ｏ〃Ｄｇｓｇｇヅ９ｇ”ｏ犯，１９８２を参照
。

　１８）　当時Ｇｒｅｅｎｖ１ｌ１ｅの商業会議所は，“Ｌｏｏｋ　ａｒｏｕｎｄ・Ｙｏｕ’ｒｅ　ｍ　Ｍａ１ｎｓｔｒｅａｍ　Ｕ

　　　Ｓ．Ａ ．” という広告板をデノレタ全域に大量にたてて，保守層の説得にのりだした

　　　（ＬＭＳａ１ａｍｏｎ，功 ｏ〃 ，ｐ３８８ ，３９８）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２６４）
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１９）　とくにサソフラワー郡のぱあい，いったん黒人側が獲得した土地も急速に根だ

　やしにされた歴史がある 。たとえは１８７３年Ｄａｎ１ｅ１Ｓｔｅｐｈｅｎｓに引率され，Ｉｎｄ１－

　ａｎｏｌａの北西５マイ ノレの地に入植した黒人たちは，この地に豊かな自作農集落
　ＳｔｅＰｈｅｎｖｉ１ｌｅ を移成した。しかし１９２９年にたお１００家族を算えたこの地の黒人自

　作農たちは，５３年にはわずか６家族にまで激減し，集落は消滅してしまっ た。 詳

　細は，Ｍａｒｉｅ　Ｍ． Ｈｅｍｐｈｉ１ｌによる大部な郡史Ｆ２鮒ｓ，ＥＺｏｏゐ伽６肋棚ｊ五

　〃ｓオｏびゲＳ〃〃ｏ〃〃Ｃｏ〃〃ツ，〃ケｓｓ乞ｓｓ妙｛，１８４４－１９７６．１９８０，ＰＰ．４１３－４１６および

　Ｈｏｒｔｅｎｓｅ　Ｐｏｗｄｅｒｍａｋｅｒ，Ａガ〃Ｆ陀〃ｏ舳　Ａ　Ｃ〃肋閉Ｚ　Ｓ肋勿 閉肋２刀２砂Ｓｏ〃肋 ，

　１９３９，ＰＰ．９５－９８をみよ（ただし両文献の剛こ事実認識の若干の相異あり） 。

２０）　Ｄｏｎａｌｄ　Ｈｏｌ１ｅｙ，ひ肌Ｚ２Ｓｏ刎’ｓ肋７刎２附〃２Ｗ舳刀２０Ｚ　Ｃｏ刎舳吻倣２ｓ加老加

　工ｏ〃〃 洲ｓｓ舳妙ｚ吻〃６ツ，１９７５，Ｐ２８５　その歴史はＥ１ｅａｎｏｒ　
Ｃ１１ｆｔ，Ｂ１ａｃｋ　Ｌａｎｄ

　Ｌｏｓｓ二 ６， ＯＯＯ，Ｏ００Ａｃｒｅｓ　ａｎｄ　Ｆａｄｉｎｇ　Ｆａｓｔ，Ｓｏ〃伽閉Ｅ功ｏｓ〃２，ｖｏｌ．２，Ｎｏ．２＆

　３，Ｆａ１１１９７４，Ｐ．１１９でも紹介されている 。

２１）　さしあたりＰａｔ　Ｗａｔｔｅｒｓ とＲｅｅｓｅ　Ｃｌｏｇｈｏｍが大量の資料と調査にもとづい

　て書きあげた労作ＣＺ伽脇ｇル６０ろ’ｓ工０肋ヅｊ Ｔ加ル伽０Ｚ０アル９プ０２ｓ｛犯
Ｓ０”肋舳

　ＰｏＺ肋６ｓ，１９６７のＰ．１２６をみよ
。

２２）　 この文献の利用 ・引用を快諾されたＤｒ　Ｌｅｓｔｅｒ　Ｍ１ｌｔｏｎ　Ｓａ１ａｍｏｎ（Ｄ
１ｒｅｃｔｏｒ

，

　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ｇｏｖｅｍａｎｃｅ　ａｎｄ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｔｈｅ　Ｕｒｂａｎ　Ｉｎｓｔ１ｔｕｔｅ）に

　謝意を表したい 。

Ｉ　サソフラワー郡におげる運動の展開

　（１）　この郡の特徴

　文字どおりデノレタの心臓部に位置し，郡最北都には無数の黒人低抗者 ・公民

権活動家を弾圧 ・幽閉してきたあの白人権力の象徴　　広大な州立Ｐａｒｃｈｍａｎ

囚人農場を擁するサソフラワー郡は，デノレタ的特徴を最も純粋な形で体現する

典型的地域だといってよい。実際１９３０年代には，専らこの郡を調査対象に選ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
で深南部杜会の研究書が二つも出版されたし，５０年代に入るとあのＣｉｔｉｚｅｎｓ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
Ｃｏｕｎｃｉ１の誕生 ・発展にこの郡が決定的役割を果すことにな った 。

　またこの郡は４２年以来連邦上院の議席を占め，５６年以降は司法委員会委員長

として強大な権力をふるい，とくに６３－６４年には公民権法成止阻止のための議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２６５）
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事妨害の陣頭指揮をとっ たあの大プラソターＪａｍｅｓ　Ｏ　Ｅａｓｔ１ａｎｄ上院議員の

　　　　　　　　　　３）
出身郡＝本拠地である。と同時に他方，この郡は公民権運動の闘士に成長しＭ

ＦＤ　Ｐの創立者とな った元ク厚ツバーＦａｍ１ｅ　Ｌｏｕ　Ｈａｍｅｒ 女史の活動の舞台
　　　４）
でもあり，いわぽ両雄対決の地としても特別の興味をひく地域だといってよい 。

　（２）農業構造の特質　　地主的土地清掃と三分制の形成

　それではこの郡の公民権運動は，いかなる農業基盤の上で闘われ，その後農

業構造はどのように変貌していったのであろうか。筆者が８３年夏におこなった

郡中央部のＲｕ１ｅｖｉｌ１ｅ（１９８０年の人口３，３００人）周辺地域（第１図内の斜線部分）の実

態調査にもとづいて，この点を考えてみよう 。

　さて１９５６年時点のこの地域におげる土地所有の分布状態を示す第２剛こよる
　５）

と， ここでもやはり大土地所有制度が高度に発展していることが一見して明ら

かである。他方その空隙を埋める形でそこここに小農民の集中する地域が散在

している。さらにまた３０－４０年代末のあのＦ　Ｓ　Ａ事業によっ てこの地域でも５

つのプラソテーンヨソが分割され，計８８の小農民経営Ｇｏｒｖｅｒｍｅｎｔ－ｕｎ１ｔが創

設された結果，小農民経済の基盤がある程度広げられたこともわかる 。

　¢　プランテーシ ョンの現在

　以下昨夏の聴きとり取材の結果によると

　ａ）　Ｄｏｃｋｅｒｙ　Ｆａｒｍｓ

　第２図の北西隅を占めるこの地域随一の大プラソテーショソ。創設者のＷ ．

Ａ． Ｄｏｃｋｅｒｙ（１８６５－１９３６）は１９世紀末から土地集積をはじめ（当時の地価１エイヵ

５ドル程度），３６年には郡内８，ＯＯＯユイカはじめ各地に計１．８－２万 エイカを
　　　　　　　　　　　　　　６）
所有する大土地貴族に成長した。現在の所有面積約５，３００エイカの他にＰａｒｃｈ－

ｍａｎ 囚人農場の南縁にも２，３００エイカを有し，全体で７，６００エイカに達する 。

息子のＪ　Ｒ　Ｄｏｃｋｅｒｙは７０年代に入ると直営を完全に放棄し，現在はこの所領

全体を４つの地区に分げ７人の大借地農に経営を任せている。借地は３年契約

で収穫物の１／４を現物地代として取得する（この分は地主側が販売）という 。

かつてこの地に栄えた数百家族の黒人小作農の集落（Ｄｏｃｋｅｒｙ）は，この変化の

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６６）
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　　　　　　第２図　土地所有地図　　　　（第１図の斜線部の拡大）
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　　（資料）８３年８月Ｓｍ且０ｗｅｒ　Ｃｏ ．のＣｏｕｒｔｈｏｕｓｅ ，Ｃｈａｎｃｅｒｙ　Ｃｌａｒｋ’ｓ　Ｏ嗣ｃｅの資料により作成 。

　　　　　　　　　　　　　　７）
中で完全に消減 ・清掃された 。

　ｂ）　Ｅａｓｔｌａｎｄ　Ｐ１ａｎｔ１ｎｇ　Ｃｏ　Ｉｎｃ

　Ｒｕ１ｅｖｉ１ｌｅの南方には，あのＪａｍｅｓ　Ｏ． Ｅａｓｔｌａｎｄ上院議員（７８年から引退中）

の巨大なプラソテーショソ群が散在している 。祖父が１８８８年に購入創設したこ

のプラソテーンヨソを彼は一層拡張し，３２年には東隣の大プラソターＣｏ１ｅｍａｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２６７）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
家の娘と結婚するなど，この地に圧倒的た勢威を築きあげた。現在でも４，５００

ニイカの所有地の他に５００エイカを借地し，計５，ＯＯＯエイカの農地を ｃｏｔｔｏｎ

Ｐｉｃｋｅｒ７台，コソバイソ４台，トラクター２２台を使って伝統的な直営方式で

経営している 。最近Ｅａｓｔ１ａｎｄ　Ｐ１ａｎｔｍｇ　Ｃｏ　はＳｕｎａｏｗｅｒ　Ｅｎｔｅｒｐｒ１ｓｅ　Ｃｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
と改称され，他産業を包括する企業体に成長している 。Ｄｏｄｄｓｖｉｌ１ｅ 市（人口は

現在２３２人）は完全にＥａｓｔ１ａｎｄの「会杜町」である
。

　ｃ）Ｏ．Ｌ．Ｃｏｘ 夫妻のプラソテーショソ

　Ｏ　Ｌ　Ｃｏｘ 夫妻はＲｕ１ｅｖ１１ｌｅの南に６，８８０ヱイカの土地（Ｃｏｔｔｏｎｄａ１ｅ）を２０年

余り所有してきたが，６７年に売却し，今はＲｕ１ｅｖｉｌｌｅの高級住宅街に引退して

いる 。Ｃｏｔｔｏｎｄａ１ｅの持ち主はその後転々とし，現在は外国人投資家の手に移
　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
り， 大借地農に経営を任せているという 。

　ｄ）Ｌｅｖｉｎｇｓｔｏｎ 家のブラソテーショソ

　ポーラソド系ユダヤ人として１８７９年，この地に入植したＪａｃｏｂ　Ｌｅｖｉｎｇｓｔｏｎ

は， しだいに商人から有カプラソターに成長し，この地域を代表する名士の１
　　　　ユ１）
人とな った。現在息子のＳｉｄｎｅｙの相続した土地（Ｒｕｌｅｖｉｌｌｅの東）はすべて後

述する現Ｒｕｌｅｖｉｌ１ｅ 市長Ｊ．Ｂｕｒｒｅ１ｌが借地している 。Ｍｒｓ．Ｌｅｖｉｎｇｓｔｏｎの土

地（Ｄｏｄｄｓｖｉｌ１ｅの東）はメキシコ系投資家の手に移り ，やはり大借地農が経営し

ている。そのかわりにＪ．Ｗ．１〉［ａｙの所領（Ｒｕ１ｅｖｉｌｌｅの北東）をＳｔａｎ１ｅｙ　Ｌｅｖｉ－

ｎｇｓｔｏｎ（Ｒｕ１ｅｖｉｌ１ｅ 西方１０マイ ノレのＦｉｒｓｔ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｂａｎｋ　ｏｆ　Ｃｌｅｖｅｌａｎｄの頭取）が取得

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
し， この土地もまたＪ．Ｂｕｒｒｅ１１に貸出しているという 。

　ｅ）Ｍａｒ１ｏｗ 家のブラソテーショソ

　１８５０年にこの地に奴隷主として入植したＭａｒ１ｏｗ 家は，今もＲｕｌｅｖｉ１ｌｅの

西郊に先祖伝来の墓園と１，６００ニイカの土地をもつ最古のブラソターの家系で
　１３）

ある。しかし今では直営を放棄し，全土地をＲｕｌｅｖｉ１１ｅの東郊に住む分家の方

のＷ．Ｄ．Ｍａｒｌｏｗ皿（後述）に貸出している。そのため農機具類はすべて売
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ４）
り払い，祖母 ・母 ・息子夫婦が所領内で暮らしている 。

　ｆ）Ｍｒｓ．Ｗ．Ｔ．Ａｄａｉｒの土地（Ｄｏｄｄｓｖｉｌｌｅの東）

　豊かな土地を求めて１８９１年州東部の丘陵地帯から流入し大プラソター〃こ成長

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２６８）
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したＡｄａｉｒ 家は，１９７６年その２７１４．５ニイカの土地を２０２．４万ドノレでついに手
　　　ユ５）
ぱたした。この土地は一時ｐｒｕｄｅｎｔｉａ１保険会杜が所有するなど持主が転々と

した。現在はスイス系の法人が所有し，貨幣地代をとっ て大農場主に貸出して
　　　　ユ６）
いるという 。またＡｄａｉｒ 家の豪壮な邸宅は，現在Ｅａｓｔ１ａｎｄの法律事務所１ａｗ

○蘭Ｃｅにな っている 。

　９）Ｔ・Ｈ・Ｅｄｍｏｎｄｓｏｎの土地（Ｒｕｌｅｖｉ１１ｅの南西）

　１８７０年代末に入植したこの名門ブラソターの土地は，Ｔ．Ｈ．Ｅｄｍｏｎｄｓｏｎの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
死後，娘（Ｂａｎｋ　ｏｆ　Ｒｕｌｅｖｉ１１ｅの頭敢の妻）が相続し，借地にだしている 。

　ｈ）Ｍ ｒｓ．Ｓｏ１１ｉｔの土地（Ｒｕ１ｅｖｉ１１ｅの北西）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
　所有者がシカゴに引越したため，この土地も大借地農がリースしている 。

　ｉ）Ｅｓｔの土地（Ｒｕ１ｅｖｉ１１ｅの北）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）
　息子が相続し，今も伝統的な直営方式を維持する数少ない例の１つである 。

　ｊ）Ｍｒｓ・Ｆ．Ｒ．Ｈａｒｔの土地（Ｒｕｌｅｖｉ１１ｅの北東）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
　所有者は教師をしているため，この土地も借地にでている 。

　以上悉皆調査ではないとはいえ，今目，大土地所有がおかれている大よその

趨勢はわかろう 。すなわちシ ェァクロッ ピソグ制の消減した今目では，伝統的

な直営方式は大きく後退し，大多数の地主は大借地農ｂｉｇ　ｔｅｎａｎｔ　ｏｒ　ｐａｒｔ　ｏｗｎｅｒ

に経営を委ねるようになっている。そのぱあい地代として作物の１／４が支払

われることが多い（クロッパーのぱあいの作物の１／２～２／３に達する高率地代と比較せ

よ！）。 ただし最近増えつつある外国人地主のぱあい，貨幣地代を選好する慎
　　　　　　２１）
向が強いという 。

　　　Ｆ　Ｓ　Ａ農場群の現在

　連邦政府Ｆ　Ｓ　Ａによる小農創設事業は，この郡では結局１９，６２６ニイカに及ん

だ。 その規模は郡総面積の４．４〃こ相当し，１農場あたり６５エイカずつ分配し

たとするとこの改革で３０２家族の自作農が誕生したことになる（テルタでは最大
　　　　　　　２２）
規模の土地改革！）。 ただし黒人人口が２／３を越えるこの郡で，黒人自作農の創
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
設数はわずか２１農場，土地面積は１，３５７ニイヵにすぎなかった 。

　ａ）黒人Ｆ
　Ｓ　Ａ農場

　　　　　　　　　　　　　　　　（２６９）
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　郡内２ケ所で創設された黒人Ｆ　Ｓ　Ａ農場群の１つが，第２図の南西端の１０

農場（旧Ｈ．Ｃ．ＡｄａｍｓＰｌａｎｔａｔｉｏｎ を分割）である。今目もここには各６０エイカ程

度を所有する６家族が残っている。６０年代頃までは相当数がなお自営していた

が， 今目ではほとんどの土地をイタリア系の農場主に貸出しているという 。農

業機械が暴騰したため，多額の資本がないともはや直営は無理となったこと ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
子どもたちがほとんと北部に流出し，農業の担い手が老令化したからである 。

郡の南西端にあるもう一つの黒人Ｆ　Ｓ　Ａ農場群のばあいも，はほ同様の事態
　　　　　　　２５）
にみまわれている 。

　ｂ）　白人ＦＳＡ農場群

　白人のばあいも事態は，それほど変わらない。たとえは第２図の北東端に創

設された１８のＦＳＡ農場群のぽあい今も１６家族が残っているが，現実にはほ

とんどの土地が大借地農に貸出されているという。そしてこの傾向は，小農民

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６）
経営全体に多かれ少なかれ共通してみいだされる現象でもある 。

　　　大借地農階級の形成

　それでは旧ブラソター＝大地主からも，小農民からも借地し，経営面積を拡

大している大借地農層とは，一体何者であろうか。この地域で活躍する代表的

人物を以下３人紹介してみよう 。

　ａ）　Ｊｏｈｎ　Ｂｕｒｒｅｌ１

　貧しい小作農の家庭から身をおこし，現在Ｒｕ１ｅｖ１ｌ１ｅ 市長をつとめるこの地

域の新興勢力の代表的人物。４００エイヵの土地を所有する他は，７ ・８人の地主

より３，１００エイカを借りて計３，５００エイカを経営している（借地料はほとんどが

作物の１／４）。 賃労働者を１４人雇い，綿花つみとり機１０台，コソバイソ３台，ト

ラクター１６－１７台を所有している。飛行機による農薬散布は請負業者にやら

せる。農業外にも広く手を伸し「節税」目的で６つの会杜を設立，所有してい
２７）

る。

　ｂ）Ｗ．Ｄ．Ｍａｒ１ｏｗ皿

　６２年夏，有権者登録を試みたクロッパーのＦ　Ｌ　Ｈａｍｅｒ を無慈悲に追いた

てたｒ悪名高い」プラソターが彼である
。Ｒｕ１ｅｖｉｌ１ｅ 北東部に７００エイカを所有

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７０）
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する他に，Ｍａｒ１ｏｗ 本家はじめ多くの土地を借地し，少なくとも２，ＯＯＯ－３，ＯＯＯ

エイカ以上は経営している模様である 。自動車部品販売会杜Ｒｕ１ｅｖｉ１ｌｅ　Ａｕｔｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８）Ｐａｒｔｓ　Ｃｏ・を兼営し，この会杜内に農場事務所をおいている 。

　ｃ）　Ｊｏａｎ　Ｏｓｗａ１ｔ

　Ｗ・Ｄ・Ｍａｒｌｏｗの所有地の北隣に住む彼は，大借地農のいま一つの事例で

ある。成長産業たる農業に目をつけて，１９６５年に連邦政府の役人をやめて参入

してきた彼は，現在２，３００ニイカを経営するが，うち所有面積は３２０エイカに

すぎない。この農地を綿つみ機３台，コソバイソ３台，常雇い７人（農繁期の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９）
臨時雇いはもっと多い）を使って経営している。ただし新参者ということもあ っ
て， 政治的影響力は前２者に劣るようである

。

　以上，貧しい小作農からの上昇や中堅プラソターの転成，外部からの参入等

々・ 様々な出自と経路をたとりつつも大借地農階級（ただし経営拠点として一定

の土地を所有する者が多い）がこの地域で彩成されつつある状況を確認した。同

時に彼らはしだいに地域を支配する政治力を蓄え「今目のＲｕ１ｅｖｉ１１ｅの真の支

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）
配者はＢｕｒｒｅｌ１とＭａｒ１ｏｗ だ」といわれる事態をつくりだすに至っている 。

　　　小括　　デルタにおける三分制の形成

　最後にセソサス統計をつかってこの郡およびデルタの農業構造の全体像を描

きだしてみよう 。

　ａ）　大経営の資本主義的性格

　サソフラワー郡では７８年の農業産物価額中綿花はなお５９．１％の高率を占め ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１）
ミノノヅピ州最大の綿花生産額を誇っている。またこの郡では大農場制がさら

　　　　　　　第５表　大農場の農地占有率（サソフラワー郡ユ９７８年）

農場観模 農場数
農場総面積
（エイカ）

；農地占有率（％）

～　４９９ ２７７ ４０，６３３ ９． ７

５００～　９９９ １０９ ７６，５３７ １８ ．２

１， ＯＯＯ～１ ，９９９ １０３ １４７，２１８

２， Ｏ００～ ５１ １５５，６７９

ｌｌｌｌ／伽

合 計　１ ５２０ ４２０，０６７ １００．Ｏ

（出所）１９７８Ｃ舳舳ｏア五が６〃舳，〃
．１
．が

．２４
，Ｐ．５２８より作成 。

　　　　　　　　　　　　　（２７１）
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に発展し，第５表が示すように７８年には１，ＯＯＯエイカ以上を経営する１５４の大

農場だげで全農地面積の実に７２．１％を占有するに至っている（１９６０年の占有率は

４６．１％だ った）。

　機械化の進展は農業労働力の需要を絶対的に減少させるとはいえ，依然とし

て相当数の賃労働者を雇用せずにはこれら大農場の経営はなりたたないことも

事実である。実際７８年の１年間に，同郡の農場で１５０目以上働いた労働者は

１， ４０６人に達している。彼らを５－９人雇った農場は９１，１０人以上雇った農場
　　　　　３２）
は２９あ った。この点に照して少くとも１，ＯＯＯエイカ以上の大農場のぱあい，そ

の資本主義的性格は明白だといわなげれはならない。視野をテルタ全域に広げ

てもほぼ同様の傾向を指摘することができる 。

　ｂ）三分制の形成
　Ｒｕｌｅｖ１ｌ１ｅ 地域で観察されたいわゆる「三分制」（大地主一資本家的借地農農

業労働者）彬成の傾向は，この地域だげの特殊例外的現象なのではなく ，少くと

もンェ ァクロッ ピソク制消滅後のテルタ農業全体にあてはまる　般的現象と考

えるべきであろう 。事実テノレタの代表的リヘラノレ派知識人Ｈｏｄｄ１ｎｇ　
Ｃａｒｔｅｒ皿

は， すでに６８年に，デノレタの変貌を論じつつ次のように指摘している 。ｒ ・・…・

だが，かつてのようなシ ェアクロッ ピソグ制が命脈をたたれて１０年になる。農

場内に住みこんできたシ ェアクロッバー は， 町に住む白人の借地農 ｒｅｎｔｅｒに

とっ てかわられた。白人 ｒｅｎｔｅｒは〔クロッバーとは異なり〕農業機械，種子

から労働に至る一切合財を提供する。地主側は今や彼から収穫物の１／４をう

　　　　　　　　　３３）
げとる存在にすぎない 。」

　さらに７１年には経済地理学者Ｃｈａｒ１ｅｓ　Ｓ．Ａｉｋｅｎ 怯， 生まれはじめた資本

家的大借地農経営を「分散型ネオプラソテーンヨソ」Ｆｒａｇｍｅｎｔｅｄ　Ｎｅｏ－Ｐ１ａｎ －

ｔａｔ１Ｏｎと名つげ，三分制の捗成傾向を南東諸州全域におしひろげて理論化しよ

うとした注目すべき研究成果を発表した 。

　たとえはテノレタの北東端Ｔａｔｅ 郡のＰｒｅｓ１ｅｙ　Ｐｌａｎｔａｔ１ｏｎの農地分布図が ，

この「分散型ネオプラソテーショソ」の特徴を鮮やかに示している（第３図参

照）。 すたわち経営者のＰ１ｅｓｌｅｙは，４つの地区に計７５０エイヵの農地を自己

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２７２）
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第３図　ｐｒｅｓ１ｅｙ　Ｐ１ａｎｔａｔｉｏｎの農地分布図　　　（Ｔａｔｅ 郡ユ９７０年）

　　　Ｈ ｅａｄｑｕａｒｔｅｒＸ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｘ

１所有地口借地　］よ
３・楴作わりあて地部分のみの借地箇所

　　　　　　　　　　　　　　マイル　　　ァ主要道踏

（出所）　Ｃｈａｒ１ｅｓ　Ｓ．Ａｉｋｅｎ ，Ｔｈｅ　Ｆｒａｇｍｅｎｔｅｄ　Ｎｅｏ －Ｐ工ａｎｔａｔｉｏｎ，Ｓｏ〃加ｏｓ加閉Ｇ２０ｇアｏ助２７，ｖｏ１．ＸＩ

　　Ｎｏ ．１ ．１９７１ ，ｐ ．４５

のｈｅａｄｑｕａｒｔｅｒ　ｆａｍとして所有している。さらに彼は１２ケの農場の全体と

６つの農場の一部（減反計画による棉作わりあて地部分だげ）を借地し，借地面積

は計２，７７５エイカに及んでいる 。この３，５２５エイカの土地を彼は６人の住みこ

み常雇い（ｍａｎａｇｅｒ１人とｍａｃｈｍｅ　ｏｐｅｒａｔｏｒ５人）の他に臨時雇いを使って経営
　　　　　　　　３４）
しているのである 。先にみたＢｕｒｒｅ１１やＭａｒ１ｏｗ，Ｏｓｗａ１ｔの経営も，ほぽこれ

と同質のものとみてよいであろう（ただし小農からの借地率の高さがＰｒｅｓ１ｅｙの経営

のｒ分散」度を特に大きくしているようであるが）。

第６表借地階層ごとの農場総面積の変化（ミシシッ ピ州，万エイヵ）

年次Ａ１ｕ織襟
Ｂ、、撚ｎ豊農完織農Ｃ完諮灘

１９４０　　　９９１．５　　　　　　　１３１．６　　　　　　　７００．４　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　２）
ガ；１：１簑１：ｌｌｌ；１簑１簑：ｌｌｌｌパ１：１簑２１１１１∴ｌｌｌ

Ｂ＋Ｃ
Ａ

０， １３

０， ６２

１． ４３

１）５９年は２６０エイカ以上，７８年は５００エイカ以上の借地農層の経営面積を推定した 。

２）　（）内は１農場平均の経営面積 。

（出所）　びＳ　Ｃ舳舳ｏアＡｇ伽〃肋２：１９５９，〃ｏＺ．１，が
．３３
，ｐ．６；１９７８Ｃ舳舳ｏ１スが伽〃〃８ ，〃ｏＺ

．１
，が

．２４
，

　　Ｐ
．２ ・２２

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２７３）



１１４　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

　次にミシシッ ピ州の統計にもとづき，三分制の傾向が州 レベルでどの程度現

われているのかを総括しておこう（第６表参照）。

　まず部分借地農ｐａｒｔ　Ｏｗｎｅｒの平均経営面積は急速に拡大し，７８年には４９６．６

エイヵ　　無借地農ｆｕ１１ｏｗｎｅｒの３倍以上の規模に達している。少くとも部

分借地農の中心部分は，一定の土地を自已の経営拠点ｈｅａｄｑｕａｒｔｅｒ として所有

しつつ，借地によっ て資本主義的経営を拡大しつつある層と挽定してよいであ

ろう 。

　完全借地農ｔｅｎａｎｔのはあい混在している２つの型を明確に区別する必要が

ある。たしかに第二次大戦前後までは，ｔｅｎａｎｔといえは局率飢餓借地に苦し

む極貧のクロッバー・ 小作農とほとんど同義であ った。しかしこの型のｔｅｎａｎｔ

が土地清掃の中で激滅する一方で，専ら借地に依存して大経営をおこたう新し

い型のｔｅｎａｎｔ＝資本家的借地農が急速に拾頭してきたのである。完全借地農

の平均経営面積の飛躍的拡大（５９－７８年に４８．６エイカから２９２．８エイカに６倍化！）

が， このことを物語っている。そこで５９年のば＝あい２６０エイカ以上，７８年のぱ

あい５００エイカ以上経営層を大観模完全借地農とみたし，彼ら（はとんどが白

人農民）の比重の変化を探ってみよう。一定の手つづきで完全借地農経営総面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５）
積中の彼ら大観模層の占有率を推定してみると，控え目にみても５９－７８年の問

に３５劣から６５％程度に上昇したことがわかる 。

　さて第６表が物語るように，無借地農面積は特に５９－７８年の間に１／２近く

に激滅した。他方部分借地農面積は４０－７８年の間に実に５倍以上も激増した結

果， ついに無借地農面積を凌駕するに至った（しかも部分借地農の経営面積中の借
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６）
地依存度は４０－７８年の間に４１．２％から５１．２％へと高まっている）。 加うるに完全借地

面積の全般的縮小にもかかわらず，大観模完全借地農だけをとりだせは，その

経営面積は着実に拡大した。したがって，いま仮りに部分借地農と大規模完全

借地農とで「大借地農階級」を近似的に代表させるとすれは「大借地農」の経

営面積は１９４０年には無借地農の０１３倍にすぎなかったのが，７８年には１４３倍に

まで達したことになる 。

　ところで　般に大規模経営にたるにつれて，借地依存度が逓増する傾向（借

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７４）



、ノソヅ ピテルタにおげる公民権運動の展開と帰結（上）（藤岡）　　　　　１１５

　　　第７表借地階層ごとの農場総面積の変化

　　　　　　　　　　　　　　　　（ミシシッ ピデルタ１１郡
１）

，万エイカ）

１・
・無借地農１・・部分借地農完全借地農Ｃ莞茎春麟 Ｂ夫 Ｃ

１９４０ －　８９ ，９ 　　　　 ２０ ．７
１９５９　　　９０．７　　　　１３１ ．３

１９７８ …　 ５７ ・５

　　　
１９１ ．６

　一　　　　　　　　　一　　　　　　　０．２３

５９，８　　　　　　　　２１ ．１　　　　　　　　１ ．６８

７５，４　　　　　　　　　　　４９ ．２　　　　　　　　　　　４．１９

１）　テルタ中心部のＢｏ１１ｖａｒ　Ｃｏａｈｏｍａ　Ｈｕｍｐｈｒｅｙ ，Ｉｓｓａｑｕｅｎａ　Ｌｅ旦ｏｒｅ　Ｑｕ１ｔｍ舳，Ｓｈａｒｋｅｙ
　Ｓｍａｏｗｅｒ

Ｔａｎａｈａｔｃｈｉｅ ，Ｔｕｎｉｃａ ，Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎの１１郡を摘出
。

２）完全借地農中の大倦地農層比率の推定には前表の州平均の統計を用いた。しかし現実にはデルタでは小倦地
農の絶滅は特に激しく ，大借地農面稜は相当過少評価されていると恩われる 。

（出所）１９４０Ｃ舳〃ｓ　ｏア五ｇ７；伽肋７“ｏ１ ．１，が
．４
，ｐｐ．３９４－４０１；ひＳ　Ｃ舳〃ｓ　ｏ／五ｇ沽〃〃３：１９５ｇ，沙ｏＺ．１ ，

　　が
・３３
・ＰＰ・１４０一ユ４６；１９７８Ｃ刎舳ｏ／スが６〃〃舳 ，砂ｏＺ －１，が ，２４，ＰＰ．２２３－５７３の各所より作成 。

　　　　　　　　第８表借地階層ごとの農場総面積の変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（サンフラワー郡　万エイカ）

１９４０

１９５９

１９７８

・・ 無借地農・・部分借地農完全借地農Ｃ莞茎唐鑑模

９． ６０

１２，３０

４． ２７

１． ８９

１６ ．６５

２３．９９

１２．１８

１３．７４

Ｂ＋Ｃ
Ａ

　一　　　　　　　　〇．２０

４， ３０　　　　　　　　　　　１ ，７０

８， ９７　　　　　　　　　　７．７２

（出所）第７表に同じ 。

地にょる経営拡大）も統計資料にくっきりとでている。たとえば，７８年の同州の

最大規模経営（農産物販売額１００万ド ノレ以上）！，６６７農場のうち無借地農は３０１農

場にすぎたか った。他方部分借地農は！，０４０農場，完全借地農のばあいは実に
　　　　　　　　　　　３７）
３２６農場にも達していた

。

　デノレタ地域だげをとりあげたばあい，上の傾向は一層鮮やかに現われてくる

（第７表参照）。 すなわち１９４０年の時点ではデルタでも部分借地農面積は無借地

農のＯ．２３倍にすぎず，州平均からそれほどへだたってはいなかった。しかしそ

の後の部分借地農面積の拡大はめざましく ，５９年には無借地農 レベルをかなり

凌駕し，７８年にはその３．３倍にまで達した。また大規模完全借地農面積の拡大

も極めて急速であ った。そしてその結果，双方を合計した「大借地農」面積は

７８年には無借地農の実に４．１９倍の規模にまで拡大したのである
。

　最後に参考までに先のサソフラワー郡のぱあい，上の傾向はどれほど進展し

ているのかをみてみよう（第８表参照）。 ７８年の同郡において無借地農面積は

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２７５）
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４． ３万エイヵにすぎたか った。これに対して部分借地農は２４．０万エイヵ ，大観

模完全借地農は９．０万エイカ（これだけで無借地農の２倍以上！），合計３３．Ｏ万エ

イカを経営しており ，無借地農面積の実に７．７２倍に達していた。この郡におげ

る大借地農階級の彩成は，とくに６０年代以降テノレタの平均水準を相当上まわる

勢いで進んだのである 。

　Ｃ）地主的土地清掃の急進展

　三分制の彩成と符節をあわせて，プラソターの必要とする農業労働力は急激

に減少することにた った 。

　１９３０年代以降，滅反政策と機械化の作用で，賃労働老によるクロッバー・ 小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８）
作農の駆逐が急速に進んだことはすでに述べた。ところが５０年代に入り飛行機

による除草剤散布と棉花つみとり機導入が本格化するとともに，こんどはｃｈｏ －

ｐｐｅｒ やｐｉｃｋｅｒ など臨時雇いの単純労働力が急速に不要とたり始めた。機械

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３９）
化の一層の進展の中で，賃労働力自体の駆逐が始まっ たのである。たとえぱデ

ルタ２０郡をとれぱ，１９４９－５７年の８年問に不熟練の農業労働者の雇用量は１／１０

　　　　　　　　　　　　　　４０）
の水準にまで激減したといわれる 。

　この事態に対応して，ブラソター階級を代表するデルタの最有力の圧力団体

Ｄｅ１ｔａ　ＣＯｍｃｉ１は，不要となった小作農小屋の撤去（解体 ・放火）運動を大観

模に展開した。小作農小屋の放置はデノレタの景観を損ね，大型機械の運転の邪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１）
魔となり ，害虫Ｂｏ１１Ｗｅｅｖｉ１の冬季のすみ家になる，等々の理由をあげて…・

この中で清掃され，消滅してしまった黒人集落や道路 ・杜会施設たとは，サソ
　　　　　　　　　　４２）
フラワー郡でも少くない 。

　（３）公民権運動の苦闘

　○　苦闘を条件づけたもの

　最貧の黒人の密集するデノレタの地において，外部組織が強力な支援活動を組

むまで，榊こゆえ公民権運動が燃え上らなかったのであろうか。黒人民衆のた

ち上りを抑制してきたテルタ特有の事情を，Ｌ　Ｓａｌａｍｏｎは次の５点に整理し

てし ・る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７６）



　　　　　　 ミシシヅ ピデルタにおける公民権運動の展開と帰結（上）（藤岡）　　　　　ｎ７

　第１は，最悪のリソチの伝統＝「恐怖の文化」の支配下で，黒人民衆　　と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３）
くに成年男子層が去勢され無気力となっていたことである 。たとえぱ１９５５年当

時Ｉｎｄ１ａｎｏｌａで選挙登録運動をおこそうとしたＷａｓｈｍｇｔｏｎ　Ｌｅｅ 師は即座に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４４）
（Ｂｅ１ｚｏｎｉで）射殺され同郡の運動を一挙に崩壊させたし，同年８月隣りのＬｅＨｏｒｅ

郡でおこっ た黒人少年Ｅｍｍｅｔｔ　Ｔｉ１１リソチ殺人事件の記憶もまだ生々しく残
　　　　４５）

っていた 。

　第２に，経済面でも黒人が白人支配層に屈従していたこの地域では，ボイコ

ヅト ・前貸の停止から解雇 ・土地追いたてに至る経済的制裁の脅しはことの他

有効であ った。特に農業革命の中で労働力としては不要となりながら，プラソ

ターの家父長的心情にすがって旧住屏に留まろうとする小作農や賃労働者が激
　　　　　　　　　　　　　　４６）
増し，この事態に抽車をかげた 。

　第３に長年の家父長制的支配の産物として，白人支配層は１部の黒人をＵｎ－

ｃ１ｅ　Ｔｏｍ（白人好みの黒人）として手なづけており ，スバイ ・密通者を容易に徴

募することができた 。

　第４に奴隷制廃止後の１００年の歴史は，この地の黒人杜会にも一定の階級分

裂をひきおこしていた。とくにＩｎｄｉａｎｏｌａ たど都市部に住み黒人相手の金融商

業や専門職に従事する黒人ブノレジ ョァジーと極貧のＰ１ａｎｔａｔｉｏｎ　ｎｅｇｒｏ との問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４７）
には超えがたい溝と反目の伝統があ った 。

　最後に以上の総結果としてｒ民主的再建」の挫折以来１００年近くの問，黒人

の自主的政治組織は事実上存在したかった。黒人たちは，自からを組織し団結

して闘争する能力や杜会を統治する力量の発達の機会を幾世代にもわたって奪

われてきたのである 。

　　　運動の開始

　６２年夏デノレタヘの浸透を開始したＳＮＣＣは，Ｇｒｅｅｎｗｏｏｄ（６３年２月末に１５０人

　　　　　　　４８）
の大量登録に成功）についでＲｕ１ｅｖｉ１ｌｅ を第２の活動拠点に選んだ。こうして
Ｒｕ１ｅｖ１１１ｅ

地域は，　 バイオニアのＣｈａｒ１ｅｓ　ＭｃＬａｕｒｍはじめＪ１ｍ　Ｆｏｒｍａｎ

Ｊｏｈｎ　Ｌｅｗｉｓ，Ｂｏｂ　Ｍｏｓｅｓ たどＳＮＣＣの最高幹部たちが登録呼びかげに連日
　　　　　　　　　　　　４９）
奔走献身する舞台とな った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７７）
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　恐怖を克服して，これに応えた少数老の英

雄的たち上りから，運動は始まることにな っ
５０）

た。 クロッバーから活動家に成長したあの

Ｆａｍ１ｅＬｏｕＨａｍｅｒ（１９１７－７７）のはあいが
，

その典型的事例だとい ってよい１（左の写真参照）。

　彼女は，１９４４年以来あのＷ．Ｄ．Ｍａｒ１ｏｗ

皿ｐ１ａｎｔａｔｉｏｎ（第２図参照）で夫とともに働く

　　　　　　　　　　　　　　５１）
クロッバー（兼記帳係）であ った。Ｒ

ｕ１ｅｖｉｌｌｅ

の教会で開かれた最初の公民権集会で開眼し　　　 Ｆａｍｉｅ　Ｌｏｕ　Ｈａｍｅｒ

た彼女は，ＳＮＣＣの支援をうげて６２年８月３１目１７人の伸問とともに，バスで

Ｉｎｄｉａｎｏｌａの郡役所 ｃｏｕｒｔ　ｈｏｕｓｅにおもむき，妨害に屈せず登録要求の先頭に

たつに至った 。

　これを知ったプラソターのＭａｒｌｏｗは，１８年間働いてきた彼女を即目家から

追いたてただけでなく ，３ヶ月後には家族全員が追いたてをくい，自動車を没

収強奪された。他の登録運動参加者の多くも，同じ運命をたとっ た。 その後彼

女は，銃撃，ボイコット ・投獄 ・殴打にもかかわらず，しぶとくＲｕ１ｅｖｉ１１ｅ 市

内にふみとどまり（翌年１月には登録に成功），ＳＮＣＣの活動家として大きく成長

する。そして６４年春に創設されたＭＦＤＰの副議長に就任し，全国的にも活躍
　　　　５２）
するに至る 。

　こうしてＲｕ１ｅｖｉ１１ｅは，６４年のあのフリーダムサマーの一大拠点とな ったの
　　５３）

である 。

　　　逗動の特徴

　ａ）弾圧の彩態
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５４）
　クラソや警察のむきだしの暴力　　爆弾 ・放火 ・銃撃 ・殴打 ・殺害とともに ，

ｒ少し上品た」ｗｈｉｔｅ－ｃＯ１１ｅｒ　Ｋ１ａｎ＝Ｃｉｔｉｚｅｎｓ’ＣＯｕｎｃｉ１の得意た経済的脅迫が
，

弾圧活動の前面にでてきたことが際だ った特徴である。とくに融資（とくに冬季

の前貸）の停止や商取引のポイコットだけでたく ，解雇 ・小作契約解除 ・土地

追いたて，つまり地主的土地清掃の発動（たいしその脅し）が運動弾圧の手段と

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７８）



　　　　　　 ミツシ ッピデルタに一おける公民権運動の展開と帰続（上）（藤岡）　　　　　！１９

して用いられるケースが激増した 。

　たとえばＲｕｌｅｖｉ１１ｅ 近くのＬ ．プラソテーショソ〔Ｌｅｖｉｎｇｓｔｏｎのこと？〕で

３０年問働いてきたＡｎｄｅｒｓｏｎ　Ｔ．Ｔｈｏｍａｓのぱあい，６２年１１月２９日妻が登録

活動に参加した。プランターの息子がおしかけて，登録を中止しないと解雇す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５５）
る旨警告したが，結局屑せず，追いたてられた，等 々。 同様の事例はデノレタ全
　　　　　　　　　　５６）
域で枚挙にいとまがない。これにたいして運動犠牲者の人権擁護をひきうける

弁護士は，州全体でわずか３人にすぎず，解雇や土地追いたてを阻止する裁判
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７）
闘争にはほとんどとりくめたかったのが実情であ った 。

　さらに連邦政府による福祉政策の展開は，経済的脅迫手段の範囲をむしろひ

ろげるという皮肉な役割を果した。すなわち公民権運動をおさえこむために ，

白人支配層は６２年末の冬季の無料食糧配布計画ｆｒｅｅ－ｆｏｏｄ　ｐｒＯｇｒａｍを廃止し

　　　　　　　５８）
たり（Ｌｅ且ｏｒｅ 郡），その受領にあたって「責任ある人物」（白人雇用者）のサイン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５９）
を必要とするよう改めた（ＳｕｎＨｏｗｅｒ 郡），等 々。

　これらの経済的脅迫手段の発動は，圧倒的な効果を発揮し，この郡の運動を

一転苦境 ・守勢にたたせることになる。そのためとくにフリータムサマーに突

入する前までは，登録運動の展開それ自体は後景に退き，むしろ解雇され家を

失っ た犠牲者たちの生活を支え，デルタの地にふみとどまらせることに闘いの
　　　　　　　　　　　　　６０）
重点は後退せざるをえなかった 。

　ｂ）対抗　　ｒ仕事おこし」運動の重要性

　白人支配層からの経済的自立こそ，このようた脅迫を封じこめ黒人民衆の政

治的自覚と自立をかぢとる上で最も好都合た条件，確実た基盤であることはい

うまでもたい。フリーダムサマーの高揚以降，黒人の経済的自立めざした「仕

事おこし」の諸運動が，特に重視されるようになったのはそのためである。連

邦議会におげる「経済機会法」の成立と同法にもとづくＯＥＯ（Ｏｍｃｅ　Ｏｆ　Ｅｃ０－

　　　　　　　　　　　　　　　６１）
ｎｏｍｉｃ　ＯｐＰｏｒｔｕｎｉｔｙ）の設立（６５年）はこの気運を一層強めた

。

　この郡におげるその典型の一つが，６０年代後半あのＦ．Ｌ．Ｈａｍｅｒ を中心に

推進されたＦｒｅｅｄｏｍ　Ｆａｍつくり運動であ った。Ｈａｍｅｒ たちは全国の支援

者３，ＯＯＯ人から年間３ドノレの会費を集め，その資金でＲｕｌｅｖｉ１１ｅ 近郊にできる

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７９）
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だけ広大な土地を購入する計画をたてた。そしてそこにＦｒｅｅｄｏｍ　Ｆａｒｍと口乎

ぱれる共同農場を建設し，追いたてられた黒人の経済的自立 ・更生をはかる拠

点にしようとしたのである。しかし資金不足のため４４－５９エイカ程度の土地を
　　　　　　　　　　６２）
確保しえたに留まり（３０年代のＦＳＡの１農場の水準にも及ばない！），結局この事
　　　　　　　　　　　　　　　　６３）
業は３年後には挫折 ・消滅してしまう（因みに，当時のデルタの地価は１ユイヵ５００

トルに達していた）。 また当時Ｈａｍｅｒたちが推進した別の協同組合つくり運動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６４）
も， 大きな成果を残すことなく衰退してしまうことにな った 。

　Ｃ）運動の主体

　プラソテーショソから追いたてられ小さた町（たとえばＲｕｌｅｖｉ１１ｅ，Ｄｒｅｗ，Ｓｕｎ －

ＨｏｗｅｒＣｉｔｙたど）に移り住んだ目雇 ・失業者などいわぱ最貧の雑業層が（前出の

第３表が示すようにこの郡では農場に居住しない農村住民が，人口の５５．２％にも達す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５）
る！），この郡の運動の主要な担い手であ った。換言すれば依然として地主が人

格的支配力をふるうプラソテーショソ世界の内部へは，公民権運動は容易に入
　　　　　　　　　　　　　　６６）
りこめない限界があったのである 。

　他方では最貧の雑業層が主体となることによって ，Ｉｎｄｉａｎｏ１ａ など都市部に

根をはった黒人中産階級を運動の側に結集する上では拭いがたい弱点が生まれ
　　　　　　　６７）
ることにな った 。

　事実Ｉｎｄ１ａｎ０１ａの黒人杜会は６８年にな ってようやくＨａｍｅｒ ら元クロヅパ

ー：ｐｌａｎｔａｔ１０ｎ　ｎｅｇｒ０の運動とは　線を画したＮＡＡＣＰ支部によっ て組織さ

れることになる。そして６８年４月から数ケ月間この都市を舞台に人種主義者の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§８）
白人商店主を標的に逆ボイコヅト運動が展開されるが，結局は「あなたの家と

財産が危機に瀕している，警戒せよ」という白人支配層の分断工作が奏功して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６９）
中問層たる黒人富裕層がきりくずされる結果に終った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０）
　以上要するに，この郡における英雄的闘いは，フリータムサプーの高揚をつ

くりだし，ＭＦＤＰを創設したり ，６４年公民権法 ・６５年投票権法をかちとる上

で少なからぬ貢献をしたといってよい。しかしプラソテーショソ内に住む労働

者をたち上らせたり ，動揺しがちた中間層＝黒人中産階級を運動にまきこみ ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（２８０）
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黒人杜会を代表する強固た統一的政治組織をつくりあげるという点では，この

郡の弱点にはやはりおおいがたいものがあ った 。

１）ＪｏｈｎＤｏ１１ａｒｄ，Ｃｏｓ加ｏ〃ＣＺｏｓｓ伽 ｏ３ｏ〃ゐ９閉Ｔｏ舳，１９３７およびＨｏｒｔｅｎｓｅ

　Ｐｏｗｄｅｒｍａｋｅｒ，ｏ
力． ６〃

．， カミそれである
。

２）Ｃｉｔｉｚｅｎ’ｓＣｏｕｎｃｉ１は，５４年７月にまずこの郡を舞台として，南軍将軍を祖父に

　いだく１，５８５エイヵの中堅プラソターＲ．Ｂ．Ｐａｔｔｅｒｓｏｎによっ て創設された。その

　詳細は，Ｈｏｗｅ１ｌ　Ｒａｉｎｅｓ，〃ツＳｏ〃ｓ乞ｓ 肋ｓ肋ｊ〃ｏ０２刎２〃Ｄのｌｓ加伽Ｄ妙Ｓｏ〃１ｚ

　Ｒ２刎２刎ろ〃〃，１９７７，ｐ．２９７；Ｎ
．Ｒ．ＭｃＭｉ１１ｅｎ，丁加Ｃ〃２伽ｓ’０ｏ舳〃 ．．． ｐｐ

　１６－２０；Ｊ．Ｗ．Ｌｏｅｗｅｎ，９～ム，功．６
〃．，

Ｐ． ２５４；およびＭａｒｉｅ　Ｍ．Ｈｅｍｐｈｉ１１
，

　○少． ６〃 ．， ｐ． ７４８を参照
。

３）詳細は，ＲＯｂｅｒｔ　
Ｓｈｅ「「１１１，Ｇ０肋ｚ６１〕０洲６ｓ伽 伽１）２砂Ｓ０”肋Ｓ伽ｓ ゲ伽Ｗ舳

　Ｃｏ炊♂舳６ツ，１９６８の第７章；Ｍ．Ｈｅｍｐｈｉ１１，功．６
〃．，
ＰＰ．３４３－３４６およびＢｅｎｊａｍｉｎ

　Ｍｕｓｅ，功．６狐， 前掲訳書８７－９９ぺ一ジをみよ 。

４）Ｆ．Ｌ．Ｈａｍｅｒについては，さしあたりＭ．Ｈｅｍｐｈｉｌｌ，功．６
〃．，

Ｐ． ７５２

５）　同郡の土地所有実態の調査にあたっては，特に郡政府のＣｈａｎｃｅｒｙ　
Ｃｌａｒｋを務

　める同郡政界随一の実力者Ｍｒ．Ｊａｃｋ　Ｈａｒｐｅｒ．ＪＬ，に多大の便宜をはかってい

　ただいた。記して謝意を表する 。

６）その詳細は，Ｍ．Ｈｅｍｐｈｉｌｌ，功．６
〃，
ＰＰ．４０３－４０５

７）Ｍｒ　Ｒ１ｃｈａｒｄ　Ｃｕｍｍ１ｎｓ（ｏ租ｃｅ　ｍａｎａｇｅｒ　ｏｆ　Ｊ　Ｒ　Ｄｏｃｋｅｒｙ　Ｆａｒｍ）からのき

　きとり（８３年８月１６目 ，Ｄｏｃｋｅｒｙ）．またＭ
．Ｈｅｍｐｈｉ１１

，ｏ
ク． 泓， Ｐ． ４０５もみよ

。

８）　１’〃五，　ＰＰ．３４３－３４４
．

９）Ｇｅｎｅ「ａｌ　ｍａｎａｇｅｒ　Ｏｆ　Ｅａｓｔ１ａｎｄ　Ｐ１ａｎｔａｔ１ｏｎからのききとり（氏名不詳，８３年８

　月１６日 ，Ｄｏｄｄｓｖ１１１ｅ）。なお６０年代の文献は彼の所有地面稜を５，８００ユイカと伝え

　ている。たとえば，Ｒ ．Ｓｈｅｒｒｉ１１，功・６狐， Ｐ． １８９
・

１０）Ｏ　Ｌ　Ｃｏｘ 夫妻からのききとり（８３年８月１６目 ，Ｒｕ１ｅｖ１ｌ１ｅ）。 ＣＯｔｔＯｎｄａ１ｅの歴

　史については，Ｍ　Ｈｅｍｐｈ
１１ｌ

，功 ６〃 ，Ｐ４２０

１１）その詳細は乃倣，Ｐ．２３２

１２）　Ｍｒ　Ｓｔａｎ１ｅｙ　Ｌｅｖ１ｎｇｓｔｏｎ（Ｐｒｅｓ１ｄｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｆ１ｒｓｔ　Ｎａｔ１ｏｎａｌ　Ｂａｎｋ　ｏｆ　Ｃ１ｅｖｅ１ａｎｄ）

　からのききとり（８３年８月１６目 ，Ｃｌｅｖｅｌａｎｄ）。

１３）　ｌＭ［Ｈｅｍｐｈ １１１，功　〃 ，Ｐ２２２

１４）Ｋａｙ　Ｄ．Ｍａｒｌｏｗ 夫妻からのききとり（８３年８月１５日 ，Ｒ ｕｌｅｖｉ１ｌｅ）

１５）詳細はＭ．Ｈｅｍｐｈｉ１ｌ，ｏ汐． ｏ〃 ．， Ｐ． ３４９をみよ
。

１６）Ｍｒ　Ｓｔａｎ１ｅｙ　Ｌｅｖｍｇｓｔｏｎからのききとり（８３年８月１６目Ｃｌｅｖｅｌａｎｄ）。

１７）　同上およびＭ．Ｈｅｍｐｈｉ１１，功．ｏ
〃．
，ＰＰ

．２２１－２２３

　　　　　　　　　　　　　　　　（２８１）
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　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

　Ｍｒ・Ｓｔａｎ１ｅｙ　Ｌｅｖｉｎｇｓｔｏｎからのききとり（同上）。

　Ｍｒ　Ｇｅｏｒｇｅ　Ｂｕｍｅｔｔ（Ｊｏｈｎ　Ｏｓｗａ１ｔの隣人のｒｅｔ１ｒｅした８０エイカの小農）か

らのききとり（８３年８月１６日Ｒｕ１ｅｖ１１１ｅ）。

　Ｍｒ　Ｂｏｂ　Ｃ１ａｒｋ（Ｐｒｅｓ１ｄｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｐ１ａｎｔｅｒｓ　Ｂａｎｋ　ｍ　Ｒｕ１ｅｖ１１１ｅ）からのききと

り（８３年８月１５目Ｒｕ１ｅｖｉｌ１ｅ）
。

　同上ききとり 。なおこの点は面談した全ての関係者が一致して確認している 。

　Ｄｏｎａｌｄ　Ｈｏ１ｌｅｙ，功　６〃 ，Ｐ２４６ ・２８５所載のＭ１ｓｓ１ｓｓ１ｐＰ１ Ｆａｒｍ　Ｔｅｎａｎｔ　Ｓｅｃｕ －

ｒｉｔｙ　Ｐｒｏｊｅｃｔがこれにあたる
。

　以上の計算は，Ｓｍ且ｏｗｅｒ　Ｃｏｕｎｔｙ　ＣＯｕｒｔｈｏｕｓｅ 所蔵の土地所有原簿によっ た。

その閲覧 ・解読にあた ってはＭＬ　Ｊａｃｋ　Ｈａｒｐｅｒの多大の助言を得た 。

　以上，複数の残留者からのききとり（氏名不詳，８３年８月１４目）。

　Ｏｒ１ｇｍａ１ｓｅｔｔ１ｅｒのＭｒ　Ｊｏｈｎ　Ｓ１ｍｍｏｎｓ一家からのききとり（８３年８月１４日）
。

　Ｍｒ・Ｇｅｏｒｇｅ　Ｂｕｍｅｔｔからのききとり（前掲）。

　Ｍｒ・Ｊｏｈｎ　Ｂｕｒｒｅ１１（Ｍａｙｏｒ　ｏｆ　Ｒｕ１ｅｖｉｌｌｅ）からのききとり（８３年８月１５目市庁

舎）。

　Ｗ　Ｄ　Ｍａｒｌｏｗ　ＩＩＩの息子の妻からのききとり（８３年８月１６日Ｒｕｌｅｖ１ｌ１ｅ）。 た

お翌目Ｗ．Ｄ．Ｍａｒｌｏｗ　ＩＩＩ自身からは取材を拒否された 。
　Ｍｒｓ　Ｊｏａｎ　Ｏｓｗａｌｔからのききとり（８３年８月１７日Ｒｕ１ｅｖ１ｌ１ｅ）

　前掲のＢｏｂ　Ｃ１ａｒｋ，Ｓｔａｎ１ｅｙ　Ｌｅｖ１ｎｇｓｔｏｎはじめ多くの有力者がこの点を確言

している 。

　ＵＳ　Ｂｕｒｅａｕ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｃｅｎｓｕｓ，１９７８Ｃ閉ｓ閉げＡｇ〃６〃吻７２，〃ｏム１，が．２４，Ｐ．５２７

より計算 。

　１．〃五 ，　ｐ．５２９
．

　Ｈｏｄｄｍｇ　Ｃａｒｔｅｒ　ＩＩＩ，Ｔｈｅ　Ｎｅｇｒｏ　Ｅｘｏｄｕｓ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　Ｄｅ１ｔａ　Ｃｏｎｔｍｕｅｓ，Ｗ舳

Ｙ；０７ゐ　Ｔ｛〃〃ｓ〃ｏ８０２加２，　Ｍａｒｃｈ１０．　１９６８，　ｐ．１１８
．

　Ｃｈａｒ１ｅｓ　Ａ１ｋｅｎ，Ｔｈｅ　Ｆｒａｇｍｅｎｔｅｄ　Ｎｅｏ－Ｐ１ａｎｔａｔ１ｏｎ　Ａ　Ｎｅｗ　Ｔｙｐｅ　ｏｆ　Ｆａｒｍ

Ｏｐｅｒａｔ１ｏｎ　ｍ　ｔｈｅ　Ｓｏｕｔｈｅａｓｔ，Ｓｏ〃加ｏｓ加閉Ｇ２０ｇ閉助〃，ｖｏｌ　ＸＩ　Ｎｏ１　１９７１ ，

Ｐ． ４６
．

　大規模完全借地農の５９年の平均農場面積を６５０ユイカ ，７８年のそれを１，２００エイ

カとやや控え目に推定したうえで計算した 。

　１９４０Ｃ舳〃ｓ ゲＡ鮒伽〃〃３，ｏｏム１，が．４，ＰＰ．３９４－４０１および１９７８Ｃ刎ｓ〃ｓ ゲ

五が舳”舳，〃０ム１，が．２４，Ｐ．２２より計算 。

　１９７８Ｃ２〃ｓ〃ｓ ゲノ１ｇ〃６〃〃〃７２，　 沙ｏム　１，力’．２４，　Ｐ．２２
．

　たとえぱ拙稿ｒプラソテーショソの経済構造」『土地制度史学』７０号，７６年１

月， １９－２１ぺ 一ジ 。

　　　　　　　　　　　　　　　（２８２）
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３９）　たとえぱＪａｃｋ　Ｔｅｍｐ１ｅ　Ｋｉｒｂｙ，功．６狐， ＰＰ．２７０－２７１を参照 。

４０）　Ｄａｍｅｌ　Ｆｕｓｆｅ１ｄ，Ｔｈｅ　Ｂａｓ１ｃ　Ｅｃｏｌｎｏｍ１ｃｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｕｒｂａｎ　ａｎｄ　Ｒａｃ１ａ１Ｃｒ１ｓｅｓ
，

　Ｒ２〃舳ゲＢＺｏｏ尾ＰｏＺ〃６０Ｚ　Ｅｏｏ〃ｏ刎ツ，ｖｏ１．１，ＮＯ ．１．１９７０，ｐ．６３，〃ｏ加６伽Ｅｌｅａｎｏｒ

　Ｃｌｉｆｔ，功．ｏ
〃．，　ｐ ．１１５

４１）Ｍ　Ｈｅｍｐｈ
１１１

，ｏ少　ｏ〃 ，ＰＰ６６２－６６３，またその具体的情景については，Ｔｈｅ

　Ｄｅ１ｔａ： Ｃｈａｎｇｉｎｇ，Ｃｈａｎｇｅ１ｅｓｓ と題する〃〃Ｓｏ〃肋：丁加０ｏ舳舳鮒ゴｏＺ〃加ｏＺ

　〃ｏｇ０２伽，
Ｓｕｎｄａｙ　 Ｓｅｐｔ．１０．１９６７の記泰や写真を参照

。

４２）Ｍ．Ｈｅｍｐｈｉ１１，ｏカ．
６５オ

．， ＰＰ．４００－４３５に記載された幾多の小集落の消滅の歴史

　をみよ 。

４３）　このｒ奇妙な果実」（ビリー・ ホリデ ィ）の本場では，河さらいをすると必ら

　ず予期せぬ黒人死体があがったという 。たとえぱＥ１ｉｚａｂｅｔｈ　Ｓｕｔｈｅｒｌａｎｄ（ｅｄ
．）

，

　功一６払，前掲訳書Ｐ
．５２ ・１４９参照

。

４４）Ｌ．Ｍ－Ｓａ１ａｍｏｎ，功一６
〃．，

Ｐ－ ４４７

４５）Ｎｅ１１Ｒ　ＭｃＭ１１ｌｅｎ，丁加Ｃ肋洲ｓ’０ｏ〃伽Ｚ ，Ｐ２１７

４６）Ｐａｔ　Ｗａｔｔｅｒｓ＆Ｒｅｅｓｅ　Ｃｌｅｇｈｏｍ，ｏ少． ６〃 ．， ＰＰ．１３１－１３２．たおＤｅ１ｔａ　Ｃｏｕｎｃｉｌ

　の調査によると ，６７年時点でも余剰になった労働老を元の小屋に住まわせている

　と答えた農場主が８６％もいたという（Ｈｏｄｄｉｎｇ　Ｃａｒｔｅｒ　ＩＩＩ，０ク． ６” ．， ｐ． １１８）。

４７）以上については全体としてＬ・Ｍ・Ｓａ１ａｍｏｎ，功．６〃 ．， ｐｐ．４２３－４３３，５５９－５６０

　を参照。なお１９３０年代におげる黒人中産階級拾頭の情景については，Ｈ．Ｐｏｗ －

　ｄｅｒｍａｋｅｒ，功　 ６〃 ，Ｐ１２ ・ＰＰ１１１－１２２をみよ 。

４８）　 この点の詳細はＰａｔ　Ｗａｔｔｅｒｓ２～ム，０力． ｏ” ．， ｐｐ．５９－６３；Ｈａｗａｒｄ　Ｚｉｍ，ｏ少．

　６” ，則掲訳書８９－１０８ぺ一ソ 。

４９）　Ｃ１ａｙｂｏｒｎｅ　Ｃａｒｓｏｎ，功・６〃 ・，　Ｐ
・７８

・

５０）その詳細はＰａｔ　Ｗａｔｔｅｒｓ９～Ｚ ．， 功． ６” ．， ｐｐ．１５３－１６０

５１）彼女は２０人兄弟の末子として生まれた。両親はクロッバーとしてｒ死ぬほど働

　き」，やっと数頭の駿馬 ・牝牛を所有するに至るが，これをねたんだ白人が家畜を

　毒殺してしまっ たという 。（Ｇｅｏｒｇｅ　Ａｌｅｘａｎｄｅｒ　Ｓｅｗｅ１１，〃ｓｓ舳妙ｚ肋６尾捌ｓｆ０７ツ

　〃ｏ尾鮒，１９７７，ＰＰ３４６－３４７）。 Ｍａｒ１ｏｗ　Ｐ１ａｎｔａｔ１ｏｎにおける彼女の位置について

　は，Ｐａｔ　Ｗａｔｔｅｒｓ２左泓，功一６此， Ｐ． １４６をみよ
。

５２）彼女の生涯の詳細については，さしあたりＧ．Ａ．Ｓｅｗｅ１１，功．６〃 ．， ＰＰ
．３４６－

　３５５ ，Ｈｏｗｅ１１Ｒａｍｅｓ，ｏク６〃 ，ＰＰ２４９－２５５およびＪｅｒｒｙＤｅＭｕｔｈ，‘Ｔ１ｒｅｄｏｆ

　Ｂｅ１ｎｇ　Ｓ１ｃｋ　ａｎｄ　Ｔ１ｒｅｄ
’，

丁加Ｗ〃ｏ〃，Ｊｕｎｅ１．１９６４，ｐｐ５４８－５５１なとを参照
。

５３）その詳細は当時Ｒｕｌｅｖ１１１ｅに住みついて闘ったＴｒａｃｙ　Ｓｕｇａｍａｎの情感あふ

　れるルポ，Ｓ加惚鮒〃伽Ｇ肋ｓ二 Ａ　Ｓ舳舳ヅ加洲ｓｓづｓ功が，１９６６およびＥ ．

　Ｓｕｔｈｅｒ１ａｎｄ，功一６
〃．， 前掲訳書４１ ・４６べ一ジをみよ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（２８３）



１２４　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻　第２号）

　５４）たとえは当時のＲｕ１ｅｖ１１１ｅの保安官補Ｄｅｐｕｔｙは，あのＥｍｍｅｔｔ　Ｔ１１ｌリソチ

　　殺人事件の犯人の兄弟だ ったといわれる（Ｈｏｗｅ１１Ｒａｍｅｓ 功　６” ，Ｐ２４６）。

　５５）Ｐａｔ　Ｗａｔｔｅｒｓ功ｏＺ，功　〃 ，ｐ１６２

　５６）たとえほ５５年当時のＨｕｍｐｈｒｅｙ郡については，必〃，Ｐ１５２，Ｙａｚｏｏ 郡につい

　　ては，Ｗｉ１１ｉｅ　Ｍｏｒｒｉｓ，功．６狐， ＰＰ．１８－１９．６２年末のＧｒｅｅｎｗｏｏｄ付近の大量追

　　いたては，Ｈｏｗｅｌ１Ｒａｍｅｓ，功 ６〃 ，ＰＰ２５６－２５７６４年夏のＲｕｌｅｖ１ｌｌｅについて

　　はＥ　Ｓｕｔｈｅｒｌａｎｄ，功　６” ，前掲訳書４１ぺ一ソなど。６７年のＹａｚｏｏ 郡の同様の

　　事態はＢｒｕｃｅ　Ｈｉ１ｔｏｎ，ｏク． ６狐，Ｐ．２４０，全域的にはＰａｔ　Ｗａｔｔｅｒｓ〃〃，功．６
〃．，

　　ＰＰ．１３１－１３２，等々 。

　５７）　たとえはＪｏａｍｅ　 Ｇｒａｎｔ，ＢＺ０６尾〃ｏ伽４別ｓ伽ツ
，一
０ｏ舳舳〃お，ｏ〃Ａ伽Ｚツｓｇｓ ，

　　１６１９壬ｏ伽Ｐ燗励，１９６８，Ｐ．４９４；Ｔｒａｃｙ　Ｓｕｇａｍａｎ，妙．ｏ此， Ｐ． ３９；Ｐａｔ　Ｗａｔｔｅｒｓ

　　 ２～ム，ｏク． ６狐，Ｐ．１４６を参照 。

　５８）Ｐａｔ　Ｗａｔｔｅｒｓ功泓，功．６
〃，
ｐｐ．１３２－１３３ ．

　５９）乃〃 ，ＰＰ１３２－１３３ ，Ｌ　Ｍ　Ｓａｌａｍｏｎ，功　６〃 ，Ｐ４５８　その恐怖については ，

　　　Ｓ　ＮＣ　Ｃの機関紙Ｍｏｖｅｍｅｎｔ，Ｊｕｌｙ１９６５，Ｐ３もみよ 。

　６０）詳細はＰａｔ　Ｗａｔｔｅｒｓ９～ム，功．６狐， Ｐ． １５２
．

　６１）　この点の詳細はさしあたり ，Ｂ　Ｍｕｓｅ，功　６〃 ，則掲訳書２０５－２１０ぺ一ソ 。

　６２）Ｌ・Ｍ・Ｓａｌａｍｏｎもこの事業のよき協力者であった（詳しくは，Ｊｏｈｎ　Ｅｇｅｒｔｏｎ ，

　　Ａ”加♂〃ｏ　Ｓ加ツＨ卯〃Ｐ７０ガＺ２ｓ ヵｏ刎肋２Ｓｏ〃肋， １９７０，ｐ．９５ ，１０５）。 Ｇ． Ａ． Ｓｅｗｅ１１ ，

　　 ○ク　 ６〃 ，ｐ　３５４ ，Ｅ１ｔｏｎ　Ｆａｘ，Ｃｏ〃２刎クｏ他げ捌０６尾Ｌ刎加７ｓ，１９７０，ｐ　１２９ ，Ｒａｙ

　　Ｍａｒｓｈａ１１＆Ｌａｍｏｎｄ　Ｇｏｄｗｍ，Ｃｏｏク〃ｏ〃叱ｓ　ｏ〃Ｒ舳〃Ｐｏ〃〃妙刎〃２Ｓｏ〃肋，

　　１９７１，ｐ５９ ，Ｌ　Ｓａｌａｍｏｎ，功　 ６〃 ，ｐ５４５

　６３）Ｐｅ「ｒｙ　Ｈａｍｅｒ（Ｆ　Ｌ　Ｈａｍｅｒの甥，夫のＣｈａｒｒｅｙは８２年に死亡）からのきき

　　とり　（８３年８月１３ ・１４日Ｒｕｌｅｖ１１ｌｅ）。Ｐｅｒｒｙ　Ｈａｍｅｒの人物像についてはＴ

　　Ｓｕｇａｒｍａｎ，功　 ６〃 ，Ｐ１１５もみよ
。

　６４）詳細はＬ　Ｓａｌａｍｏｎ，功　ｏ〃 ，ＰＰ４４１－４４３，５４４－５４６

　６５）　Ｊ〃６，　Ｐ．４５７ ・５５６
．

　６６）　フリーダムサマーの１参加学生は書簡に次のように書いている。「農場ｐ１ａｎ－

　　ｔａｔ１Ｏｎへ平然と入って行けるものはい次い　住宅も含めて，多くの農場には『無

　　用の者入るべからず』という立札が立っていて，所有者は，われわれが彼の農場

　　の黒人の家に入るのを見たら，射殺できる特権があると思っているのです。」（Ｅ ．

　　Ｓｕｔｈｅ刊ａｎｄ，功 ６” ，前掲訳書６０べ 一ン）

　６７）たとえぽ６２年秋以降白人支配層の猛反攻で運動が苦境に直面した時Ｉｎｄ１ａｎｏ１ａ

　　の黒人中産階級は何の援助も与えたかった（Ｌ．Ｓａ１ａｍｏｎ，ゆ．泓，ｐ．４５８）。 また

　　６７年の選挙に立ったＭＦＤＰ侯補は，結局プラソテーシ ョソと都市の黒人層の離

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２８４）



　　　　　 ミシシッ ピデルタにおける公民権運動の展開と帰結（上）（藤岡）　　　　　１２５

　反のために完敗し，運動は大打撃をこうむった（伽ム，ｐ．４８７）。 黒人活動家Ｏｔｉｓ

　ＢｒＯｗｎ が６５年末Ｉｎｄ１ａｎｏ１ａから撤退しＳｕｎＨＯｗｅｒ　Ｃ１ｔｙという小さた町に活動

　舞台を移さざるをえたかった一因もここにある（詳細はＳＮＣＣ，”００舳９” ，

　Ｍａｒｃｈ１９６７ｐ．１ ・８ ・１０に掲載のＴａｋｉｎｇ　Ｐｏｗｅｒ　ｉｎ　Ｓｕｎｎｏｗｅｒ　Ｃｏ．という言己

　事を参照，たおこの記事は上杉忍氏に教えていただいた）。
６８）　Ｍ　Ｈｅｍｐｈ

１１ｌ

，功　 ６〃 ，ＰＰ　７６１－７６２

６９）　Ｌ．Ｓａ１ａｍｏｎ，功．６
〃．

，ＰＰ
．５２６－５２７

７０）　この郡の公民権運動の他の側面については，Ｍ．Ｈｅｍｐｈｉｌ１，ｏク． ６〃 ．， ＰＰ．７５６－

　７６３も参照のこと 。

（２８５）




